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序

特別史跡大湯環状列石は我国を代表する縄文時代の遺跡であり、市民

バ誇れる文化遺産であります。

この貴重な文化遺産を保存し、正しく後世に継承していくため、昭和

59年より発掘調査を継続してまいりましたが、周辺遺跡の特別史跡への

追加指定、追加指定地の公有化事業の開始、環境整備基本構想の策定等、

史跡整備事業を進めるための前提条件が整いつつあり、発掘調査も平成

4年度からは史跡整備のためのより具体的な資料の収集を目的とした調

査に移行しております。

本年度は、整備の急がれます万座環状列石の北西側隣接地の遺構の分

布状況を明らかにするため、 2箇所に発掘区を設定し、調査を進めてま

いりました。

調査の結果、環状配石遺構、方形配石遺構、配石列、フラスコ状土墳

等、貴重なたくさんの遺構が検出され、多量の遺物を得ることができま

した。また、環状配石遺構、建物跡、フラスコ状土墳等の分布の規則性

をも明らかにすることができました。

本書は、これらの調査結果をまとめたものであります。学術研究の資

料として、また他地域の史跡整備の基礎資料としても活用いただければ

幸いに存じます。

終わりに、この調査に際し、ご指導ご協力いただきました文化庁並び

に秋田県教育委員会、関係各位に心から感謝申し上げるとともに、今後

の調査、環境整備事業につきましても変わらぬご協力を賜りたくよろし

くお願い申し上げます。

平成 6年 3月

鹿角市教育委員会

教育長 ,夫  禾」 中
心



例     言

1.本報告書は、平成 5年度に国・県の補助を得て実施 した特別史跡大湯環状列石第10次発掘

調査の報告書である。なお、同調査は史跡の環境整備計画策定のための基礎資料1又集を目的

に実施されたものである。

2.本調査の概要については機会あるごとに発表してきたが、本報告書を正式なものとする。

3.本報告書の執筆は、調査員 。調査補助員が分担 し、文責は各々の文末に記した。

4.資料の鑑定並びに同定等は、下記のとおり依頼 した。

赤色顔料、黒色樹脂塊他の同定…岩手県立博物館 専門調査員   赤 沼 英 男

石器類石質鑑定…・…………………秋田県立十和田高等学校 教諭  鎌 田 健 一

炭化材の同定・………………………鹿角市立花輪第一中学校 教諭  成 田 典 彦

5.土層、土器などの色調の記載には「新版・標準土色帖」 (日 本色彩研究所)を使用した。

6.遺物の実測・採拓・ トレース等の一連の整理作業は、調査員、調査補助員が行った。

7.本報告書に収載した図版のスケールについては、各々に示 した。なお、写真図版について

は任意の縮尺とした。

8.本報告書の文中において、用語の主たるものは統一するように努めたが、数度に渡 り使用

しているものは簡略している場合もある。

9.図版で下記のような記号やスクリーン・ トーンを使用した。

SI・……竪穴住居跡   SB… …建物跡   Sx(S)・ ……配石遺構

SX(0)・……石囲炉   Sx(u)・……埋設土器遺構   Sx(F)・……焼土遺構

SK(T)・…Tピ ット   SK(F)・ ……フラスコ状土墳   sK… …土墳

Pれ・・…・柱穴状 ピット

蟷魏%り……遺構確認面以下の土層   [::=:::::|… …柱痕、焼土

10.発掘調査・報告書作成にあたっては、下記の方々から御指導・御助言をいただきました。

記して感謝の意を表します。 (敬称略、順不同)

安原啓示、岡村道雄、加藤允彦 (文化庁記念物課)、 藤本英夫 (北海道文化財研究所)
牛川喜幸 (奈良国立文化財研究所)、 中野益男 (帯広畜産大学)、 村越 潔 (弘前大学)
佐原 具、阿部義平 (国立歴史民俗博物館)、 月ヽ林達雄 (國學院大学)

三辻利一 (奈良大学)、 冨樫泰時 (秋田県埋蔵文化財センター)

遠藤正夫 (青森市教育委員会)、 成田滋彦 (青森県埋蔵文化財調査センター)
佐藤 樹 (秋田県文化財保護管理指導員)
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第 I章 遺跡の環境

1.遺跡の位置と立地

特別史跡大湯環状列石は、秋田県鹿角市十和田大湯字野中堂、字万座、字一本木後口に所在

する。同遺跡の載る台地は、大湯川と豊真木沢川の侵食によって形成された南西方向に延びる

舌状台地で、その長さは5.6km、 幅は0.5～ 1.Okmで 、標高は150～ 190mである。

遺跡は、この通称「風張台地」のほぼ中央、一本木、寺坂両集落の中間に位置し、 JR花輪

線十和田南駅の北東3.5km、 東北縦貫自動車道十和田 IoCの北東3.6kmの 地点にあたる。

本年度調査区の一つであるD3区は、万座環状列石の北西傾1隣接地で、昭和62年調査のDl区 と

63年調査D2区の間である。また、D4区は同列石の北側隣接地で、平成 4年調査地D5区 とD拒∽

間にあたる。両調査区とも、現地表面はほぼ平坦で、標高は180～ 181mで ある。 なお、

両区とも平成 4年度に公有化されているが、それ以前はD3区 は普通畑として、D4区は桐・栗畑

として利用されていたところである。
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2.遺跡の層序

本年度の調査区がDl区、D2区及びD5区の隣接地であるため、基本層序については、これらの

調査地の分層、細分基準と同一のものとした。

第 I層 は大湯浮石層までの堆積層で、Ia層 は耕作土である。また、 IO層 は昭和17、 26～ 27

年の万座環状列石発掘時の発掘排土である。

第Ⅱ層の大湯浮石層は、D4区ではほぼ全域で観察されるのに対し、D3区中央部では耕作によ

り攪乱され、確認できないところも多い。同層は粒子の粗細、色調、浮石の合有量から3層 に

細分されるが、Ⅱa層 はにぶい黄褐色のシルト質の火山灰層、Ⅱb層は粒径 1～ 20mの 明黄褐色

浮石層、 Ⅱc層は黒色土中に浮石粒を多量混入している層である。本層上面において平安時代

の竪穴住居跡、土渡が確認されている。

第Ⅲ層は大湯浮石層下から地山直上の暗褐色土までの層で、色調、粗密度、混入物の合有量

等から5層 (Ⅲ a～ Ⅲご層)に細分される。Ⅲa層 は黒色土でほとんど混入物を含まず、他層に比

べて非常に堅くしまっている。Ⅲb層 も黒色土で混入物をほとんど含まないが、粗密度からⅢ
`

層とは識別される。Ⅲc層 はチョコレート色に近い暗褐色土で、D3区南部とD4区ほぼ全域で観

察される。Ⅲd、 Ⅲd′層は黒褐色土で、下位火山灰を少量混入している。

Ⅲ層は縄文時代の遺物包含層で、Ⅲb～ Ⅲd層上位からの出土が多い。概ね後期中葉の遺物は

Ⅲa～ Ⅲc層 、後期前葉はⅢb層下位～Ⅲd層上位、前期の遺物はⅢd層下位より出土している。

なお、配石遺構等はⅡ～Ⅲa層で石頭を現わし、Ⅲd層上面でその全容が確認されている。また、

焼土遺構はⅢc層上面とⅢd層上面で、建物跡、柱穴ピット、土渡等はⅢd層上面～Ⅳ層上面で

確認されている。

第Ⅳ層は地山 (下位火山灰)直上の層で、暗褐色土である。若千粘性があり、しまりのある

層である。

第V層 は申ケ野火山灰と考えられる黄褐色の火山灰である。本報告書では本層をV層以外に

下位火山灰あるいは地山と表現している。D3区、D4区 とも現地表面ではほとんど平坦であるが、

地山面は起伏に富んでいる。なお、Tピット、フラスコ状土渡等の掘込みの深い遺構は、本層

下の灰自色火山灰層 (鳥越火山灰層)を も掘り込んでいる。
(秋元信夫)
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第Ⅱ章

1.調査要項

1.遺 跡 名

2.調 査 目的

3.調 査 地

4.発 掘 面 積

5.調 査 期 間

6.調査主体者

7.調査担当者

8.調査参加者

調査指導員

調 査 員

調査補助員

作 業 員

生涯学習課

課  長

課長補佐

調査準備      平成 5年 4月 12日 ～平成 5年 4月 17日

発掘調査      平成 5年 4月 19日 ～平成 5年 9月 10日

整理・報告書作成  平成 5年 11月 16日 ～平成 6年 3月 31日

鹿角市教育委員会

鹿角市教育委員会 生涯学習課

(主任 秋元信夫  主事 藤井安正 )

熊 谷 太 郎 (秋田県教育庁文化課 学芸主事)

鎌 田 健 一 (秋田県立十和田高等学校 教諭 )

成 田 典 彦 (鹿角市立花輪第一中学校 教諭)

三ケ田俊明 (鹿角市立中滝小学校 教諭 )

花海義人、柳沢和仁、石川将親

柴田絵里、黒沢圭子、大森寿子

大里チヤ、金沢栄子、金沢ユリ、本村イヨ、本村千鶴江、黒沢珠子

千葉ヨリ、兎沢サツ子、苗代沢ノブ、松宮カチ、宮沢キヨ

宮沢 トミエ、宮沢カヨ、柳沢アエ、柳沢勝江、柳沢ヤス、柳沢恵美子

り‖又 節 三 (文化史跡整備室長兼務 )

小笠原 昇

村 木 伸 夫

調査の概要

特別史跡 大湯環状列石

Dl区、D2区の調査により確認されている建物跡、フラスコ状土墳等の

分布範囲、万座環状列石との位置関係及び新旧関係の確認を目的に発

掘調査 し、史跡整備計画策定のための基礎資料とする。

D3区・……鹿角市十和田大湯字万座 24、 25

D4区……鹿角市十和田大湯字万座 24、 26

3,180ゴ (D3区…1,960ゴ 、D4区…・1,220r)
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主  任   秋 元 信 夫

兎 澤 精 子

主  事   藤 井 安 正

臨時職員   古 川 孝 政

(庶務・調査担当)

(庶務担当)

(調査担当)

(庶  務 )

10.協力機関・協力者

文化庁記念物課、秋田県教育委員会、秋田県埋蔵文化財センター、岩手県立博物館

2.調査の方法

本年度の調査の主目的は、万座環状夕」石北西側隣接地の遺構・遺物の分布状況を確認するこ

とであった。これまでにDl区、D2区及びD5区の調査が行われているため、 この度はそれぞれ

の調査区の間を調査することとし、Dl区・D2区間をD3区、Dl区・D5区間をD4区 とした。

グリッドは第 1次調査以来のN-49=Wを 基準 とする 5m単位のグリッドとし、万座環状列

石内基準杭から延長した。杭番号はアルファベット (北西～南東方向)と 算用数字 (1ヒ東～南

西方向)で付 し、西隅の杭を以てグリッドを呼称 した。

作業の効率化を図るため、試掘調査結果に基づき、配石遺構の分布する部分やD3区南東部の

万座環状列石隣接地以外の I層 はバ ックホーにより除去 した。なお、Ⅱ層以下については手掘

りによる分層発掘とし、できるだけ上層での遺構確認に努めた。また、遺跡・遺構の保存のた

め、上部遺構が確認された層で掘 り下げを中断した。このため、調査層面は、Ⅱ～V層 と均一

ではない。

遺構の番号については、D3区は301番から、D4区は401番から種類別、発見順に付 した。ただ

し、土墳及び配石関係については遺構確認時での識別が困難であるため、それぞれ一連の番号

で順次付 した。また、柱穴状ピットについては、数が多いことが予想されたため、D3区は1番

から、D4区 は201番からとした。

遺構の分布状況の確認に主力を置き、遺構の精査は遺構の種別及び規模が確認される処まで

とした。遺構等の実汲1については簡易遣 り方浪1量を用い、埋設土器遺構は1/10、 その他につい

ては1/20の 縮尺で図化した。

遺構外の出土遺物については、完形あるいは復元可能土器等に関しては出土レベル、出土状

況を図化、その他については各グリッド、各層ごとに一括 して取 り上げた。なお、遺構内の出

土遺物については出土地点を記録するように努めた。

写真撮影には 2台のカメラを使用し、調査各段階の状況を自黒、リバーサルフィルムに収め

た。

-6-



4.調査の経過

特別史跡大湯環状列石の第10次発掘調査は 4月 12日 から開始し、全調査を終了したのは 9月

10日 であった。以下、調査日誌に基づいて調査経過の概要を述べる。

4月 19日 、作業員への作業説明の後、バックホー導入に伴 うD3区の試掘調査に着手した。

北東部 と南部についてはDl区及びD2区の資料があるため、試掘 トレンチは西端部にのみ設定

した。 5月 15日 には同試掘調査を終了、D3区の南東部、万座環状列石隣接地の粗掘に移行 した。

5月 24日 から開始したバ ックホーによるD3区の表土除去は同月28日 に終了した。このため、

29日 より同区北西部のⅡ層以下の手掘り及び遺構確認に着手した。なお、北西部からはⅡ～Ⅲa

層 において平安時代の竪穴住居跡、土渡が次々に確認され、 順次これらの遺構の精査を行っ

た。 6月 からは北西部の調査と併行 し、南東部の調査を開始 した。この部分からは予想どおり

建物跡の柱穴等が多数検出され、調査面積の割には時間を要 し、終了したのは 6月 29日 であっ

た。

7月 9日 には、地元の十和田高等学校の体験学習の場として調査区の一部を開放、一年生43

名の発掘体験の指導を行った。

7月 中旬には粗掘、遺構確認の作業がD3区中央部に及び、 同月20日 からはD4区 の調査にも

着手した。

D3区の調査がほぼ終了した 7月 21日 、報道関係者を対象とした現地説明会を開催、22日 には

D3区の全景写真を撮影した。 また、23日 からは調査の完全に終了したD3区北西部～中央部の

バ ックホーによる埋め戻しを、さらに27日 からはD4区の表土除去 を行った。

8月 からはD4区の調査に全力を投入、 Illc～ Ⅲd層上面で確認される環状配石遺構、配石列

等の精査に追われる。 8月 19日 からは土渡、柱穴状 ピット等の精査に移行するが、予想以上に

遺構が多く、調査終了予定日である31日 までには完了できず、調査員、調査補助員で 9月 10日

まで調査を継続することとした。

9月 8日 には遺構精査、記録を終了、 9日 には全景写真を撮影した。また、10日 までに基本

層序図を完成、遺構保存のための一部埋め戻しを行い、本年度の発掘調査を終了した。

なお、一般を対象とした現地説明会は 9月 28日 に実施 した。また、 9月 16～ 17日 には文化庁

記念物課安原啓示主任調査官、秋田県教育庁文化課熊谷太郎学芸主事の現場指導をいただいて

いる。 (秋元信夫 )
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第Ⅲ章 D3区の縄文時代の検出遺構と出土遺物

D3区 において、新たに確認された縄文時代の遺構は、建物跡 2棟、柱穴状 ピット120個 、環

状配石遺構 1基、方形配石遺構 1基、その他の配石遺構 2基、石囲炉 4基、焼土遺構17基、埋

設土器遺構 2基、 Tピ ット1基、フラスコ状土墳19基、土墳40基である。また、これまでの調

査によってその一部が確認 されていた遺構で今回の調査対象となった遺構は建物跡 5棟、焼土

遺構 1基、土墳 4基である。

1.建物跡と柱穴状ピット (第 5～ 16図 )

D3区 からは120個 の柱穴状 ピットが検出されたが、 そのほとんどは南東端、すなわち万座環

状列石の近傍からである。これらのピットはⅢd～ Ⅳ層において確認され、 その規模は径10～

110cm、 深 さは20～ 155cmである。柱痕の確認されたピットも多く、その規貝J的 な配列から、こ

れらのビットのほとんどは掘立柱建物跡の柱穴と考えられる。発掘調査区域内だけでも10棟以

上の建物跡の存在が予想されるが、ここでは柱配列を明確にし得た 7棟の建物跡について略述

する。 ZT-85グ リッドより建物跡の柱穴がたくさん確認されていながら、その柱配列を明確

にし得なかったのは、 ZT-86グ リッド杭周辺が昭和21年以前の発掘により下位火山灰が lm

以上も掘 り下げられており、この周辺の柱穴状ピットの確認ができなかったことに因る。

第301号建物跡 (第 6図、 8図、10図、16図 )

D3区南東端の ZV～ ZU-87～ 88グ リッドに位置する。本遺構は第 5次調査でそのほとんど

を確認、第223号建物跡 として報告 している遺構である。 302、 303、 305号建物跡、322、 274号

フラスコ状土墳、 275、 276号土墳 と重複、本遺構 は303、 305号建物跡より新 しく、302号建物

跡、322号フラスコ状土墳より古い。ピット (503)、 (524)、 (664)、 (517)、 5、 65を柱穴と

する6本柱の建物で、長辺4.lm、 短辺3.5m、 張 り出し部軸長4.3mを測 り、長軸方向はN一

16L Eである。柱穴の掘 り方径は80～ 110cm、 深 さは92～ 136cm、 柱痕径は32～38cmを測 る。

本遺構 ピット5、 65か らは、縄文土器破片25点、土器片利用土製品 1点の出土があった。

第302号建物跡 (第 6図、 8図 )

D3区南東端の Zv～ ZU-87～ 88グ リッドに位置する。本遺構 も第 5次調査でそのほとんど

を確認、第224号建物跡 として報告している遺構である。301、 303、 305号建物跡、322、 274号

フラスコ状土墳、275、 276号土墳と重複、本遺構は301、 303、 305号建物跡より新 しく、322号

フラスコ状土墳より古い。ビット (504)、 (665)、 (509)、 (516)、 4に 322号フラスコ状土

墳構築により消失 したと考えられる 1個のビツトを加えた 6本柱の建物で、長辺3.5m、 短辺

2.9m、 張 り出し部軸長3.4mを汲1り 、1長軸方向はN-14=Eで ある。柱穴の掘 り方径は81～ 119

cm、 深さは86～ 104cm、 ビット4で確認された柱痕径は37cmを浪1る。
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本遺構 ピット4か らは縄文土器破片14点の出土があった。

第303号建物跡 (第 6図 )

D3区南東端のZV～ ZU-87～ 88グ リッドに位置する。第301、 302号建物跡同様、本遺構 も

第 5次調査でそのほとんどを確認、第225号建物跡 として報告している遺構である。301、 302、

305号建物跡、322、 274号フラスコ状土墳、275、 276号土墳と重複、本遺構は305号建物跡より

新しく、301、 302号建物跡、322号 フラスコ状土墳より古い。ピット (512)、 (525)、 (507)、

(529)と 301号建物跡構築により消失 したと考えられる2個のビットを柱穴とする6本柱の建

物で、長辺3.5m、 短辺3.4m、 張 り出し部軸長4.2mを測 り、長軸方向はN-12=Eで ある。

柱穴の掘 り方径は58～ 64cm、 深 さは78～ 109cm、 柱痕径は25～28cmを測 る。

第304号建物跡 (第 6図、 9図 )

D3区南東端のZV～ ZU-86～ 87グ リッドに位置する。本遺構も第 5次調査でそのほとんど

を確認、第226号建物跡 として報告している遺構である。305、 221A号建物跡、 306、 270号 フ

ラスコ状土墳 と重複、本遺構は305号建物跡、306号フラスコ状土墳より新 しい。ピツト(514)、

(579)、 (502)、 (528)、 18と 第306号フラスコ状土墳と重複すると考えられる 1個のビットを

柱穴とする 6本柱の建物で、長辺3.7m、 短辺3.2m、 張 り出し部軸長3.5mを測 り、長軸方向

はN-10生 Eである。柱穴の掘 り方径は64～ 76cm、 深さは111～ 149cm、 柱痕径は24～31cmを濃1

る。

第305号建物跡 (第 6図、 8図、16図 )

D3区南東端のZV～ ZU-86～ 87グ リッドに位置する。本遺構は第 5次調査でその北半を確

認、第227号建物跡 として報告している遺構である。301～ 304、 228号建物跡、306、 31lA、 270、

274号 フラスコ状土渡と重複、本遺構は306、 31lA、 274号フラスコ状土渡より新しく、 301～

304号建物跡より古い。ピット (543)、 (508)、 (538)、 7、 45、 1を柱穴とする 6本柱の建

物で、長辺5.3m、 短辺3.4m、 張 り出し部軸長5.5mを測 り、長軸方向はN-7LEで ある。

柱穴の掘 り方は径84～ 98cm、 深 さは89～ 172cm、 柱痕径は25～ 34cmを測 る。

本遺構 ピット7、 45か ら縄文土器破片11点、土器片利用上製品 1点の出土があった。

第306号建物跡 (第 7図、 8図、15図、16図 )

D3区南東端のZV～ ZU-85～ 86グリッドに位置する。Ⅲd層上面で確認されている。307号

建物跡、308、 309、 313、 320号土墳 と重複、本遺構は308、 309号土渡より新しい。ピット8、

61、 13、 10を柱穴 とする4本柱の建物で、長辺3.4m、 短辺2.8mを測 り、長軸方向はN-9生

Eである。柱穴の掘 り方径は90～ 118cm、 深 さは108～ 155cm、 柱痕径は25～27cmを測 る。

本遺構 ピッ ト10、 13か ら縄文土器破片23点、掻器 1点、土器片利用土製品 1点の出土があっ

た。
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黒 色 土 (loYR2/2)
暗褐色土 (loYR3/3)
黒褐色土 (loYR3/2)地 山粒

多量混入、軟弱

黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒
多量混入

黒褐色土 (loYR2/2)地 山粒
プロック多量混入

堅 くしまる

1層 黒褐色土(10YR2/3)地 山粒少量混入
2層 黒褐色土(10YR2/2)
3層 黒 色 土(10YR2/1)地 山粒微量混入

軟弱
4層 黒褐色土(loYR2/2)地 山粒、

プロック多量混入

堅くしまる

B

黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/3)

堅 くしまる

暗褐色土(10YR3/0地 山粒、
プロック、シラス多量混入

黒褐色土(10YR3/2)
しまり弱

黒褐色土(10YR3/2)地 山粒、
プロック、シラス多量混入

黒褐色土(10YR2/2)
堅くしまる

層

　

層

層

層

層

　

層

　

層

Pit 2

Pit 4・ 5

Pit 8

Pit 9

1

Pit13

P■ 5f

黒褐色土 (10YR2/2)自 色粘土 多量
地山粒少量混入

黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒、
プロック少量混入

1層 黒褐色土 (10YR3/2)粘 土 ブ
ロック、炭化物微量混入

2層 暗褐色土 (10YR3ん )地山粒、
プロック多量混入

3層 黒褐色土 (loYR2/2)地 山粒、
粘土少量混入

4層 黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒褐色土 (loYR3/2)地 山粒

多量混入

1層  黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒
多量混入

2層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
3層 黒 色 土 (7 5YR1 7/1)
4層 黒 色 土 (7 5YR2/1)
5層 褐 色 土 (loYR4/6)地 山土
6層 黒 色 土 (5YR1 7/1)

黒褐色土 (10YR2/2)
白色粘土、地山粒微量混入

黒褐色土 (10YR3/2)
地山粒 多量混入

黒褐色土 (10YR2/2)
地 山粒少量混入、しまり弱

黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒少量混入、

堅 くしまる

暗褐色土 (10YR3/3)
地山粒、プロック多量混入

黒褐色土 (10YR3/2)
白色粘質土混入

黒褐色土 (10YR3/2)
黒褐色土 (10YR2/3)

しまり弱

黒掲色土 (10YR2/2)地 山粒、
プロック少量混入

黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒、
プロ ンク多量混入

堅 くしまる

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒
少量混入

層

層

層

層

5層

Ａ

．

層

層

　

層

　

層

　

層

　

層

Ｂ

一
Δ^〔
．

Pit10。 il
Pit10  Pitll

Ｂ

一
‘^〔
一

1層 暗褐色 土 (loYR3//4)
2層  にぶ い黄褐色 土 (loYR4/3)

地 山粒 、炭化物 多量混入

3層 黒褐色土 (10YR2/3)
4層 褐 色 土 (loYR4/6)

地 山 プロ ック多量混入

5層  暗褐色 土 (10YR3/3)
地 山粒 、 プロ ック多量混入

6層 暗褐色 土 (loYR3た)
地 山粒 、 シラス多量混入

7層  黒褐色土 (10YR2/3)
地 山粒 多量混入

8層 褐 色 土 (10YR4/4)
地 山粒 、 シラス多量混入

9層  暗褐色土 (10YR3/4)
地 山粒 多量混入

10層  黒褐色土 (loYR2/2)
堅 くしまる

11層  暗褐色土 (loYR3/3)
地 山粒多量混入

A

層

　

層

層

　

層

　

層

6層

Ｂ

一
▲^〔
．

Pit14

5    1

1層
2層

3層
4層
5層

黒 色 土 (10YR2/1)炭 化物微量混入
黒褐色土 (loYR2/2)地 山粒、

炭化物微量混入

黒褐色土 (loYR2/2)地 山粒少量混入
黒 色 土 (10YR2/1)し まり有
黒褐色土 (loYR2/2)地 山粒、

プロック少量混入

黒褐色土 (10YR3/2)地 山粒、
プロック多量混入

第 8図 第 1～ 13号柱穴状 ビット断面図

Pit 3

Pit 7

6層
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Pit 15 Pit18・ 19

Pit19 Pit18▲^〔
一

Ｂ

一
1層  黒褐色土 (7 5YR2/1)地 山粒微量混入
2層  黒褐色土 (10YR3/2)自 色粘土、

炭化物混入

3層  黒褐色土 (loYR2/3)し まり弱
4層 黒褐色土 (10YR2/2)し まり弱
5層  黒褐色土 (10YR3/2)地 山粒少量混入
6層 暗褐色土 (10YR3/3)地 山粒、

プロック多量混入

7層  にぶ い責褐色土 (10YR4/3)
地山粒、プロ ンク多量混入

B

1層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層  黒褐色土 (loYR2β)
5層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
6層  黄掲色土 (10YR5/8)
7層 黒 色 土 (10YR1 7/1)

黒褐色土 (10YR2/2)白 色粘土少量混入

黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒少量混入

暗褐色土(10YR3/3)
黒褐色土(10YR3/2)
黒褐色土(10YR2/3)

:写 量信[圭糧鮮l協地山粒少量混入
4層  暗褐色土 (10YR3/3)

地山粒、プロ ンク多量混入
Pit38・ 61

第 9図  第15～38号柱穴状ビット断面図

黒褐色土 (loYR2/2)地 山粒、
粘土少量混入

黒褐色土 (loYR2/3)粘 土、
炭化物微量混入

黒褐色土 (loYR2/3)地 山粒
多量混入

にぶい黄褐色土 (10YR5/4)
シラス

5層  黒褐色土 (10YR2/2)

黒褐色土 (10YR3/2)
黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒

少量混入

褐 色 土 (10YR4/4)地 山粒、
ブロ ック多量混入

黒褐色土 (10YR3/2)
黄褐色土 (10YR5/8)地 山土

色 土 (10YR1 7/1)
色 土 (loYR2/1)地 山粒

少量混入

Pit27
3層  黒掲色土 (10Y R2/3)地 山粒、

プロック多量混入

4層  暗褐色土 (loYR3た)地山粒、
プロック多量混入

ち層 黒褐色土 (10YR3/2)地 山粒
少量混入

6層  黒褐色土 (10YR2/2)

黒褐色土 (10YR2/2)
黒 色 土 (loYR2/1)
黒褐色土 (loYR2/3)

地山粒多量混入

黒褐色土 (10YR3/2)
地山プロック混入

黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒少量混入

黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/3)

地山粒少量混入

3層 暗褐色土 (loYR3β )
地山粒、粘質土混入

4層 黒 色 土 (10YR2/1)

Pit38
1層 黒褐色土 (10YR2/3)

地山粒、炭化物少量混入

2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層  暗褐色土 (10YR3/3)

地山粒、プロック多量混入

P it61

1層 暗褐色土 (10YR3/3)
地 山粒、プロ ンク多量混入

2層  黒褐色土 (10YR2/3)
地 山粒少量混入

0        1m

層

層

層

層

Pit21 Pit22

Pit20・ 27

Pit32

Pit33

層

層

層

　

層

　

層

層

Pit29

Pit30

Pit 37

２０

黒
黒

Ｐｉ

層

層
層

層

層

層

層 層

層

層

　

層

　

層

層

層

Ｂ

一

Ａ

一

鋏膊髯優秀営心、
しまり弱
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Pit50

Pit53  B

Pit65

Pit91

12 F

1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 黒 色 土 (10YR2/1)岩 化物少量混入
3層 黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒少量混入
4層  黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒多量混入、

堅 くしまる

5層 黒 色 土 (10YR2/1)地 山プロック多量
混入、堅 くしまる

6層 褐 色 土 (10YR4/6)地 山土

暗褐色土 (loYR3/3)
暗褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (loYR2/3)地 山粒、

自色粘土混入

黒褐色土 (loYR3/2)地 山粒多量混入

1層 黒褐色土 (10YR2/3)
2層 暗褐色土 (10YR3/3)地 山粒、

炭化物少量混入

3層 暗褐色土 (10YR3/3)地 山粒多量混入
4層  黒褐色土 (10YR2/2)し まり弱
5層 黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒少量混入
6層  黄褐色土 (10YR5/8)地 山上

黒褐色土 (10YR2/3)地 山プロック混入、

堅 くしまる

暗褐色土 (10YR3/3)地 山粒、
自色粘土少量混入

黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒、

自色粘土微量混入

黒 色 土 (10YR2/1)
地山粒、プロック多量混入

暗褐色土 (10YR3/3)
地山粒 多量混入

黒褐色土 (10YR2/3)
地山ブロ ンク多量混入、

しまり弱

黒 色 土 (10YR2/1)
地山粒、プロック多量混入、

しまり大

B          堅くしまる

1層  黒掲色土 (10YR2/2)
2層  黒褐色土 (10YR2/3)
3層 黒 色 土 (10YR2/1)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)

地山粒 多量混入

5層 黒 色 土 (10YR2/1)
6層 褐 色 土 (10YR4/4)

地山粒、プロック多量混入

堅 くしまる

7層  黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒、プロ ック多量混入

黒褐色土 (10YR3/2)
地山粒、プロック多量混入

黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒、プロック多量混入

黒 色 土 (10YR2/1)
地山粒少量混入

黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒、プロ ック多量混入

黒 色 土 (loYR2/1)
黒 l■」色土 (10YR2/2)

地山粒少量混入

黒 色 土 (10YR2/1)
地 山粒微量混入

黒 色 土 (10YR2/1)
地山粒少量混入

黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒、プロ ック多量混入

黒 色 土 (10YR2/1)
地 山粒少量混入

黒褐色土 (10YR2/2)
地 山粒 多量混入

o        lm

-

Pit51

Pit54・ 55

Pit 60

A  Pit62

Pit67

Pit120

黒褐色土(10YR2/2)
黒褐色土(10YR2/3)地 山粒多量混入、

しまり弱

黒 色 土(10YR2/1)堅 くしまる

黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒少量混入

黒褐色土 (10YR2/3)
地山プロ ンク多量混入

暗褐色土 (10YR3/3)
地山粒、炭化物少量混入
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層
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層
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【一
．

層

層

層

層

層

　

層

　

層

第10図  第50～ 120号柱穴状ビット断面図

Pit55 Pit54

4層
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(新旧関係は旧→新で表わす。記号のないものは新旧不明)

ビッ

獅
グリッド

長径X短径X深 さ

(m)
重 複 関 係

酌

鳳
グリッド

長径X短径X深 さ

(cm)
重 複 関 係

l ZU-86 96X78X1480 SK(F)306→ Pitl 52 ZV-88 38X36X696 Pit52

2 ZU-85 41X40X880 SK(F)316→ SK(F)319→ SK325→ P12 53 ZV-88 56X50X846 Pit49 1 Pit52

3 ZT-85 76X72X982 P13→P133→ P170 54 ZV-88 52X42X834 P147→P155→ P154

4 ZU-87 106X88X1040 P15→ Pit 4;Pit 6→ P14 55 ZV-88 50X44X410 P147→ P‖ 55‐ P154

5 ZU-87 (110)X(106)X92( P15→ Pit 4 ZV-88 (80X74Xl及 4

6 ZU-87 78X(78) P16→ Pit 4 57 ZV-88 28X27X43.4

7 V～ZU-8( 96X85X(1140) SK(F)311→ P17→P181 Pit72 ZV-88 30X29X332

8 V～ZU-8( 91X88X(ll18 0) P17→P18:SK 308→ SK309→ P18 ZU-85～ 86 1∞ X(106)X(lll1 9)

9 ZU-86 83X78X837 SK 317→ P19 60 ZT-85 58X50X858

10 ZU-85 99X94X1379 Pl10→ Plll 61 ZV-85 90x99X1400 P138→P161

ll ZU-85 32X30X530 P110→ Plll ZU-85 74X61X909

12 ZU-85 41X36X706 ZV-88～ 89 100X98Xl路 2

13 乙V～ZU-3 118X96X1550 SK 311→ Pi13 ZU-88 90X{84)X943 Plt65→ SK(F)322

14 ZT-85 76X66xl1515 ZV-85 36X32X659

15 ZT-85 65X61Xl13 0 67 ZU-85 34X30Xl15 4 SK 312→ P167

ZU-87 32x30x414 ZU-85 28X25X783

18 ZU-86 (76)X68X(116.0) P145→ Pit18→ Pl19 ZU-85 33X32X553 SK(F)319

19 ZU-86 28X26x579 Pit18■ Pれ 19 ZT-85 56X56X(1243) P13→ Pi33→ P170

ZU-86 50X49X716 P127→ Pit20 71 ZT-84 20X20X34.6

21 zu～ ZT-8[ ll14X102X107 8 72 乙V～ ZU-86 28X28X259

22 ZU～ ZT-84 63X55X991 ZU-85 26X18X28.9

25 ZU-85 53X48X873 ZV-85 40X36X588 P176→ Pit77

ZU-85 57X56X418 P180→ P126 77 ZV-85 36X34X593 Plt76→ Pit77

ZU-86 78X70X1080 Pit27→ P120 ZU-85 28X22X718

ZU-84～ 85 66X62x820 Pit82 SK325 ZV-88 56X54X49.2

ZT-84 38X36X767 ZU-85 (26)X(24)X423 P180→P126

ZU-85 73X68X799 ZU-85 22X18X32.8

31 ZT-85 58X46X(1182) Pit32→ P131 ZU―救～85 30X30x545

ZT-85 68X62X(753) P132→P13] ZW-88 64X64

ZT-85 71X70X(1071) Pit3→ Pit33→Pit70 ZX-88 46X46

ZU-85 36X36X543 ZY-89 26X24 P185→ P186

ZV-85 34X32X64.0 ZY-89 Pit85→ Ph86

zV-85 42X40X390 P138→ P161 YA-89 SK 370→ Pit87

ZU-86 22X21X368 YA-90

ZU-86 18X15X197 SK 317→ Pit41 YA-91 66X60X40

ZU-85 18X12X36.3 SK 308 YB-91 36X28 SK362

ZU-86 P145→ Pl18:P‖ 45→ Pit46 YC～YB-8( 58X54Xl10

ZU-86 63X54X(888) P145→ P146;Pl18→ Pit46

ZV-88 (38)X(36)X359 Pit47→ Pit55→P154

ZW-88～ 89 71X70X719 SK 313→ P148

ZV-88 46X46X674

ZV-88 98X90X1314 SK 318

ZV-88 44X42X700

第 1表  D3区 柱穴状 ピッ トー覧表
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第 2表  建 物 跡 一 覧 表

※張り出し部をもつプランのうち、張り出し部軸長が長辺より長いものは

張り出し部軸方向を長軸方向とした。
X新 1日関係は旧→新で表わす。記号のないものは新1日不明。
※(  )の ついているNoは、第5次調査時の建物跡、柱穴のNoである。

主穴激
柱

長辺長(m) 短辺長(m)
張り出し部軸長

(■ )
長軸方向 新 1日 関 係

番 号 規模、深さ(m 主痕仁

SB 301

S3223
Ⅱ 6

(Pit 503)

(Pit 524)

(Pit 664;

(Pit 5171

Pit 5

Pit 65

80X80X1280

86X83Xl16 0

91X88X1336

81X81X1354

110X106X920

90X84X943

32X31

38X3(

32X31

41(P1664-PI励

40(Pit524-Plt65)

35(Pit6“―P1524

35(Pit5-Plt65)

43(P1517-Pit503) N-16・―

S B303→ SB301→ S3302

S B305→S3301

S B301→SK(F)322

(SK(F)274)

(SKη 5 276)

S3302

S3224
Ⅱ 6

(Pit 504)

(Pit 665)

(Pit 509)

(Pit 516)

Pit 4

86X78X856

119X94X886

116X84X986

81X80x940

106X88X1040

35(Plt509-P14)

(34)(Plt665-

26(Plt5"― Pit6“ )

29)(Pit4-

4(Pit516-Pit504) N-14・―E

S B303→ S B801→SB302

S B305→SB302

S3302→ SK(F)322

(SK(F)274)

(SK 275 276)

S B 303

S B 225

Ⅱ 6

(Pit 512)

(Pit 525)

(Pit 507)

(Pit5291

58X54X849

61X46X780

64x62x888

60X59X1087

〕5X2〔

(35)(Pit507-

(35)(Pit525-

34(Pit507-Pit525) 42(P1529-P1512 N-12°一

S B303→ SB301→ S B302

S B305→S33∝

S B303→ SK(F)322

(SK(F)274)

(S K275 276)

S B 304

S3226
6

(Pit 514)

(Pit 579)

(Pit 502)

(Pit 528)

Pit 18

64X59Xlll l

70X66Xl18 6

68X58X1488

66X64X1300

76X68Xl16 0

31X21

(37)(Pit528-

37(P1502-Plt514)

32(Pit528-Pit502)

(31)( ―P1514

35(Pit18-P1579) N-10°一E

S3305→ S B304

SK(F)306→ S B304

(S3221A 228)

(SK(F)270)

S3305

S3227
6

(Pit 543)

(Pit 508)

(Pit 538)

Pit 7

Pit 45

Pit l

84X78X1410

90X86X120

98X88X1720

96X85Xl14.0

85X70X886

96X78X148.0

49(P17-P15部 )

53(Pltl―P1543)

4(Plt7-Pil)

3(Plt538-P1543)

55(Pl145-Plt508) N-7.― E

S B305→ S B301→S3302

S B305→S B303

S3305→ S B3114

SK(F)306→ S3305

SK(F)31lA→ S B305

(SK(F)274)→ S B305

(S3228)SK(F)270

SB 306 I 4

Pit 8

Pit 61

Pit 13

Pit 10

91X88X1080

90X90X1400

118X96X155.0

99X94X1379

27X2(

25X2`

33(Pit13-P161)

34(Pit10-Pit8)

2.8(Pit13-Pit10)

27(Pit61-Pit 8)

N-9・―

SK308→ SK309→ S3306

S3307

SK313 320
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P it No
長径×短径×深さ

(cm)

柱痕径

(cm)
P“ No
長径 ×短径×深 さ

(cm)

柱痕径

(cm)
Pl No
長径×短径×深さ

(cm)

柱痕摺

(cm)
PI No
長径×短径×深さ

(m)

柱痕宿

(m)

41× 36× 706 12× 12× 311 24× 19× 540 16× 15× 376

57× 56× 418 28× 26× 441 119 19× 12× 444 42× 38× 479

30× 30× 545 20× 19× 267 18× 17× 443 131 16× 15× 400

36× 36× 543 26× 24× 369 32× 22× 296 132 16× 12× 371

19× 14× 254 20× 14× 542 24× 24× 481

16× 14× 441 18× 13× 351 123 26× 16× 427 14× 12× 390

26× 22× 557 32× 24× 502 20× 19× 494 40× 22× 466

36× 29× 446 24× 18× 48_0 31× 26× 492 20× 14× 475

22× 19× 576 28× 21× 371 126 23× 20× 762 35× 24× 460

20× 18× 368 17× 16× 366 24× 22× 442 23× 16× 496

28× 22× 386 117 14× 12× 358 128 10× 8× 322 28× 26× 361

第 3表 第307号建物跡柱穴状ピットー覧表

0

Pit ll… … 1
Pit 29 ・ 2
Pit 88 …3

10cm

卜出土遺物 (1)

Pit46・ … 1
Pit88…… 2

第12図  D3区柱穴状ピット出土遺物 (2)

0              10cm

Ⅳ穴Ｄ３区柱
襄
夕

第11図
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櫻∫熙労呻/54               .

儡 1
玲幾f ttl唾

1541`

贔
】    雉

〕

聯 F ll N(
40               41

Pit 3 ¨l    Pit10… …10～ 1l  Pit33… …20
Pit 4¨ ¨̈ 2～ 4  Piti3……12～ 13  P t34… …21
Pit 6¨ 5̈～ 6  Pit20……14～ 15  Pit45  22～ 23
Pit 7¨ ¨̈ 9     Pit22・ ……16-18  P it48… …24
Pit 9¨ ¨̈ 7～ 8   Pit30¨ …■9     Pit50¨ -25～ 27

Pit51 2̈8～29  Pit63 -36～ 38
Pit53   30～31   Pit65 ・・ 39～ 41
Pit54・ …̈32～33
Pit58¨ ¨34
Pit62 -35

D3区柱穴状 ビッ ト出土遺物 (3)

―-20-
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β

Ｈ

Ｈ

岬

′
＝
鳳
――
月

ヽ
＝
目
＝
『
７ 4∫

餞

――

〃

〃

Pit 79… 42
Pit 88・ …45～53
Pit1 01… …43～44 52

第14図  D3区柱穴状 ビッ ト出土遺物 (4)

10cm

第307号建物跡 (第 7図 )

D3区南東端のZV～ ZU-84～ 85グ リッドに位置する。306号建物跡、307、 316、 319号フラ

スコ状土渡、31lB、 312、 313、 315、 325号土渡と重複、本遺構は31l B、 313号土墳より新しい。

本遺構は、環状に壁柱穴と周溝を有する掘立柱建物跡で、その規模 (径)は 6.2mを波1る。主

柱穴は、ビット12、 34、 82、 26の 4個で、長辺2.9m、 短辺2.lmの長方形の配置となる。主柱

穴掘り方の径は30～ 57cm、 深さは42～ 77cmを測る。壁柱穴は、出入口部と考えられる東部の一

部を除き、ほぼ一巡する。西端及び南端で途切れるが、攪乱により消失、確認できなかったこ

とに因る。検出された壁柱穴39個の径は12～ 42cm、 深さは25～ 58cmで ある。これらの壁柱穴に

周清が伴 うが、攪舌しのため,ヒ西～北部以外からは確認できなかった。

本遺構ピットからは縄文土器破片12点 の出土があった。

―-21-―
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第16図  D3区柱穴状ビット出土遺物 (6)
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2.配石遺構

(1)環状配石遺構

第301号環状配石遺構 (第 17図、21図、22図 1～ 5)

D3区中央部から若干南東寄りのYA～ ZZ-87～ 89グ リッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面と

する。第363A、 364号 フラスコ状土渡と重複し、本遺構がいずれよりも新しい。

環帯部は径7.4m、 東側に2.4× 1.6mの張り出し部を有する。配石に使用されている石は20

～68cm大の大きさで、その石質は石英閃緑玲岩、石英安山岩、安山岩、凝灰岩などである。石

英閃緑玲岩が約 8割を占め、石英安山岩がこれに次ぐ。

環帯部のほぼ中央より112× 76cnlの広がりの焼土が確認されている。

本遺構周辺から縄文土器破片57点、石鏃 1点、掻器 2点、土器片利用土製品 2点の出土があ

った。

躇
゛鬱

ヅ

。

Ｍ

％

も
　
　
あ
り

年
）

ヽ

口

ｏ

θ
お

もご

っ
Ｑヽ

淵

錮

イ
0袂魃評ンヽ  。

第17図  第301号環状配石遺構実測図
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(2)方形配石遺構

第302号方形配石遺構 (第18図、22図 6～ 12)

D3区南東部のZY～ ZX-87グリッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面とする。第 5次調査でそ

の一部が検出されているが、その時点では方形配石遺構 と確認できていない。

14～ 62cnlの率田長の石を4.4× 4.3mの 正方形に配置したもので、使用されている石は 1点の石

英安山岩以外は全て石英閃緑玲岩である。なお、配石内より第301号 環状配石遺構のような焼

土は確認されていない。

本遺構周辺から石錐 1点、掻器 7点、剥片 3点の出土があった。

褥 θ

D2区

0                 2m

第18図  第302号方形配石遺構実測図

―-24-―
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(3)配石遺構

第303号配石遺構 (第19図 )

D3区中央部のYC-87グ リッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面とする。

10～ 50cmの石13個が1.6× 1.2mの範囲で確認されたが、攪乱により本来の配石形熊は不明で

ある。配石には石英閃緑玲岩、石英安山岩、緑色凝灰岩などが利用されている。

第304号配石遺構 (第 20図 )

D3区中央部から若干北西寄りのYF～ YE-88グ リッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面とする。

4～ 20cm大の石が3.1× 1.5mの範囲に密集しているもので、集石遺構あるいは礫群と呼ぶベ

きものであろうι石英安山岩、流紋岩、火山礫凝灰岩など様々な石が禾1用 されている。

3.石囲炉

第301号石囲炉 (第 23図 )

D3区北西部のY」 -88グ リッド・Ⅲd層上面で確認 した。 南側の炉石 を消失 しているが、 30

ど

0      1m

一
第19図 第303号配石遺構実測図 第20図 第304号配石造構実測図

Cf

―-25-



/ヽ セ

5

―

1～ 5… SX(S)301周辺
6～ 12… SX(S)302周 辺

第22図 D3区 配石遺構物土遺物 (2)

o               5cm

～50cm大の石を110× 74cmの 楕円形に配置した石囲炉と考えられる。炉内より70× 50cmの範囲

で焼土が確認された。

第302号石囲炉 (第23図、24図、25図 )

D3区 Jヒ東部のYB-90～ 91グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。一部炉石を欠いているが、本

来12～ 30m大の石を径80cmの 円形に配置した石囲炉と考えられる。炉内南東寄りから40× 35cm

の範囲で焼土が確認された。また、縄文土器破片 2点、掻器 4点の出土があった。

第303号石囲炉 (第23図 )

D3区北東端のYA-91グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。遺存状態が悪く15～ 30cm大 の石 7

個が残存していただけであるが、100× 90cm規模の石囲炉と考えられる。炉内中央から56× 48

cnlの範囲で焼土が確認された。

第304号石囲炉 (第23図 )

D3区 1ヒ西部のYH-91グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。南側が若干破壊されているが、100

×80cm規模の楕円形の石囲炉と考えられる。炉内より42× 38cmの範囲で焼土が確認された。

-26-



SX(0)302SX(0)301

量信8圭糧群景協T蒼接L俺震1軽省量員会多い
赤褐焼土 (2 5YR4/8)

SX(0)303

B

A            _3

第23図 第301～ 304号石囲炉実測図

A           B

層
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層

SX(0)304
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0        1m
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D3区石囲炉出土遺物(2)

Ｓ

　

　

　

　

　

　

　

　

Ａ
∠第 第25図
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4.焼土遺構

第302号焼土遺構 (第26図 )

D3区中央部南東寄りのYA-89グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は112× 84clnで あ

る。

第303号焼土遺構 (第26図 )

D3区北東部のYA-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。焼土範囲は78× 74cmである。

第304号焼土遺構 (第 26図 )

D3区北東端のYA-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は49× 42cmである。

第305号焼土遣構 (第 26図 )

D3区北東端のYA-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は51× 48cmである。

第306号焼土遺構 (第26図 )

D3区ゴし東部のYB-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は156× 76cmである。

第307号焼土遺構 (第26図 )

D3区北東端のYC-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は63× 62cmで ある。

第308号焼土遺構 (第26図 )

D3区北東部のYC-90～ 91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は62× 59cmで ある。

第309号焼土遺構 (第26図 )

D3区中央部のYB-89グ リッド・Ⅲd層 上位で確認した。焼土範囲は82× 66cmである。

第310号焼土遺構 (第26図 )

D3区 中央部のYC-87グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は80× 72cmである。

第311号焼土遺構 (第26図 )

D3区北西部のYH-88～ 89グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。第385号土墳 と重複、本遺構が

新しい。焼土範囲は92× 60cmである。

第313号焼土遺構 (第26図 )

D3区北西部のYG-89グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は78～ 60cmで ある。

第314号焼土遺構 (第26図 )

D3区北西部のYH-91グ リッド・Ⅲd層 上位で確認 した。焼土範囲は100× 84cmである。

第316号焼土遺構 (第 26図 )

D3区北西部のYH-91グ リッド・Ⅲd層 上位で確認 した。焼土範囲は46× 42cmである。

第317号焼土遺構 (26図 )

D3区北西部のYH-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は60× 40cmである。
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SX(F)302

SX(F)303

Sx(F)317

SX(F)320

第302～ 321号焼土状遺構実測図
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第318号焼土遺構 (第26図 )

D3区北西部のYI～ YH-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。焼土範囲は60× 45cmである。

本遺構周囲より6～ 18clrl大の礫20個 が確認されている。

第319号焼土遺構 (第 26図 )

D3区北西部のYI-91～ 92グ リッドに位置する。本遺構は第 4次調査でその一部を確認、第

218号焼土遺構 として報告している。焼土範囲は94× 79cmである。

第320号焼土遺構 (第 26図 )

D3区北西部のY」 -91グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。焼土範囲は80× 62cmである。

第321号焼土遺構 (第26図 )

D3区北西部のYH-90グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。焼土範囲は54× 49cmである。

5.埋設土器遺構

第301号埋設土器遺構 (第27図、28図 1)

D3区南東部のZX-88グ リッド・Ⅲd層上面で確認 した。土器は径33× 30cm、 深 さ17cnlの 掘

り方に正立で埋設されていた。無文の深鉢形土器で、国縁部 を欠いている。底径は11.4cm、 色

調は明褐灰色である。

第302号埋設土器遺構 (第27図、28図 2)

D3区北東部のYA-91グ リッド・Шd層上面で確認した。土器は径29× 28cm、 深さ15 cmの掘

り方に正立で埋設されていた。壺形土器で、胴部上半に磨消縄文が施文されている。最大胴径

は25.3m、 色調はにぶい黄橙色である。

B

sx(U)302

B

層

層
黒色土 (lⅨ Rνl)地山粒混入
黒色土 (10YR 2/1)1層 より若

干明度 が高い

1層 黒色土 (10YR 2/1)
地山粒少量混入

2層 黒色土 (1畔 R2/1)

0                50cm

第301、 302号埋設土器遺構実測図
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Sx(U)301…・1

SX(U)302・ …2

第28図 D3区埋設土器
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6.土 墳

(1)Tビ ツト

第376号 Tビ ット

(第29図～32図、42図30～ 33)

D3区南西部のYC-86グ リッドに位置す

る。Ⅲd層 上位での確認である。第363B号

土渡 と重複、本遺構が古い。

規模は333× 77cm、 深 さ105cmを測 る。ま

た、長軸方向はN-85'一 Eである。

ピット内より、縄文時代後期の壺底部、

台付土器台部、深鉢底部各一個体他、縄文

土器破片 199点、掻器 7点、磨石、敲石、耳飾

り、土器片利用土製品、円形石製品、三角形石

製品、軽石製石製品各 1点の出土があった。

0          1m

第29図 第376号 Tピ ッ ト実測図
(2)フ ラスコ状土墳

第306号 フラスコ状土塘 (第33図、37図 9、 38図 1～ 5、 42図 1～ 6、

D3区南東端のZU-86グ リッド・Ⅳ層で確認した。ピット1と 重複、

は80× 77cm、 底部は150× 144cm、 深さは140cmを 測る。堆積土は 2ブロ

人為堆積である。底面中央に径28m、 深さ13mの ピットを有する。

土渡内より、縄文時代後期の壺 1個体他、縄文土器破片41点、掻器 7

あった。

第307号フラスコ状土墳 (第33図 )

D3区南東端のZU-84グ リッド・V層 で確認した。周辺の攪乱のため、底部付近を残し、ほ

とんど消失してぃる。底径は150× 120cm、 深さは100cm以上と推測される。堆積土は4ブロッ

ク以上に区分され、人為堆積である。

第31l A号 フラスコ状土墳 (第 33図、38図 6～ 11、 42図 7～ 9)

D3区南東端のZU-86グ リッド・Ⅳ層で確認した。ピット7、 45と 重複、本遺構はピット7

より古い。口縁部は72× 70cm、 底部は112× 106cm、 深さは96cmを測る。堆積土は8ブロックに

区分され、人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片30点の出土があった。

第316号フラスコ状土墳 (第33図、38図12～ 21)

D3区南東端のZU-85グ リッド・Ⅳ層で確認した。第319号フラスコ状土渡、325号土墳、ピ

48図 8)

本遺構が古い。口縁部

ック以上に区分され、

点、石皿 1点の出土が

＼ ＼ぐ
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SK(T)376… …1～ 3

10cm

第30図 D3区 Tビット出土遺物 (1)

mf
′
‐―
――
川

10cm

第31図 D3区 Tビツト出土遺物 (2)

ット2と 重複、本遺構はいずれの遺構よりも古い。口縁部は90× 85cm、 底径は154× 148cm、 深

さは167cmを浪1る 。堆積土は6ブロック以上に区分され、人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片76点の出土があった。

第318号 フラスコ状土渡 (第34図、36図 1、 38図 22～ 26、 42図 10)

D3区南東端のZV～ ZU-88グ リッド・Illd層 中位で確認した。日縁部は109× 108cm、 底部

は144× 138cmを浪lる 。底面は二段構造で、西側の高い面までの深さは168cm、 低い面までの深

さは196cmで ある。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。
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10層  黒色土 (10YR1 7/1)
11層  黒褐色土 (10YR2/2)
12層  黒色 土 (1畔 R2/1)地上粒 、自色粘土 プロッ

ク少量 入
黒色土 (10Y R 2/1)地 山粒多量混入
黒色土 (1畔 R2/1)炭 化粒多量混入
黒褐色土 (1畔 R2/2)シ ラス多量混入、粘土質

層

層

層

第33図  第306～ 319号フラスコ状土渡実測図

／
柘

謡譲歩酸0しまる
黒褐色土 (lα R2/2)

鷺と上在£R17/⇒
黒褐色 土 (1鮮 R2/3)

地山粒多量混入

黒色土 (1瞬 R17/1)
堅 くしまる

ツ稽
Ctti荘

`発

v錫 量混入

9層
訛毒参髯l昌鮒≧くしまる

1層  黒褐色土 (1畔 R2/2)地 山粒多量混入
2層  黒褐色土 (lⅨR2/2)
3層  褐色土 (10YR4/6)地 山土
4層  黒色土 (7 5YRl.7/1)地 山粒、シラス微量混入

1層 黒褐色±0は R2/助 堅くしまる
2層 黒褐色土(1伴 R20
3層 黒褐色土(10YR 2/力 炭化粒多量混入
4層 黒褐色±00YR2/a
5層 黒色土(lⅣ R2/1)シラス少量混入
6層 黒褐色土(1畔 R2/0堅くしまる
7層 黒褐色土(lⅣ R2/②
8層 暗褐色土(llYR 3/0地山粒、プロック

多量混入

黒褐色土 (1畔 R2/2)地 山粒多量混入

SK(F)319

SK(F)316
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土墳内より、縄文時代後期の深鉢 1個体他、縄文土器破片45点、掻器 1点の出土があった。

第319号 フラスコ状土墳 (第 33図、37図 1～ 3、 38図 27～ 31、 42図 11)

D3区南東端のZU-85グ リッド・Ⅳ層で確認した。第316号フラスコ状土墳、第325号土墳、

ピット2、 69と重複、本遺構は316号フラスコ状土墳より新しく、325号土墳、ピット2、 69よ

り古い。口径は110m、 底部は150× 120cm、 深さは85cmを 測る。堆積土は 3ブロック以上に区

分され、人為堆積である。

土渡内より、縄文時代後期の深鉢あるいは壺の底部 2個体、壺口縁部 1個体他、縄文土器破

片31点、掻和 点の出土があった。

第321号フラスコ状土墳 (第34図、36図 2、 37図 4～ 6、 39図32～ 50、 41図 1～ 12、

42図 12～ 19、 43図 1～ 4、 9)

D3区南東端のZV-84～ 85グ リッド・Ⅳ層で確認した。口縁部は106× 98cm、 底部は175×

160 cmを 測る。底面は二段構造で、南東側の高い面までの深さは187 cm、 低い面までの深さは

200 cmで ある。堆積土は10ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

土獲内より、縄文時代後期の深鉢 1個体、壺 3個体他、縄文土器破片616点 、掻器 8点、剥

片 2点、凹石、敲石、磨石各 1点、土器片利用土製品12点、軽石製石製品 1点の出土があった。

第322号 フラスコ状土塘 (第 34図、37図 7、 39図 51～ 58、 41図 13、 14、 42図 20、 21、 43図 5、 10)

D3区南東端のZV～ ZU-87～ 88グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。ピット65、 第322号フラ

スコ状土墳と重複、本遺構はピット65よ り新しく、322号 フラスコ状土獲より古い。 口縁部は

120× 108m、 底部は196× 192cm、 深さは174cmを測る。堆積土は 9層 に区分され、自然堆積と

考えられる。

土墳内より、縄文時代後期の深鉢底部 1個体他、縄文土器破片58点、掻器 3点、磨製石斧 2

点、土器片利用上製品 2点、軽石製石製品 1点の出上があった。

第356号 フラスコ状土塘 (第 34図、39図 59～ 72、 42図 22～ 24)

D3区北東部のYD-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。 日縁部は98× 97cmの 円形である。

遺構の種類が判明した80cmま でしか掘り下げていないため、深さ等は不明。

土墳内より縄文土器破片134点、掻器 3点、剥片 1点の出土があった。

第363A号 フラスコ状土壌 (第 34図 )

D3区 中央部南東寄りのZZ-88グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。第301号環状配石遺構と重

複、本遺構が古い。口縁部は113× 100cmの 円形である。環状配石遺構保護のため、本遺構の掘

り下げはしておらず深さ等は不明。

第364号フラスコ状土塘 (第34図 )

D3区中央部南東寄りのZZ-87グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。第301号環状配石遺構と重
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複、本遺構が古い。 日縁部は112× 97cmの円形である。環状配石遺構保護のため、本遺構の掘

り下げもしておらず深さ等は不明。

第367号フラスコ状土壌 (第34図 )

D3区北東部のYC～ YB-91グ リッド・Ⅲd層 で確認 した。口縁部は118× 103cmの 円形であ

る。プラン確認のみで掘 り下げていないため、深 さ等、詳細は不明。

第374号フラスコ状土渡 (第35図 )

D3区北東部のYA-90～ 91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。 口縁部は132× 132cm、 底部は

212× 200cm、 深さは194cmを 濃1る 。堆積土は 7ブロックに区分され、人為堆積 と考えられる。

第375号フラスコ状土墳 (第 35図、37図 8、 40図 73～ 89、 42図 25～ 29、 34、 43図 6)

D3区中央部のYB-88～ 89グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。口縁部は142× 137cmの 円形で

ある。プラン確認を主 とし、50cm程 しか掘 り下げていないため、深さ等、詳細は不明。

土渡上位より、縄文時代後期の台付土器台部 1個体他、縄文土器破片195点、掻器 6点、景」

片 1点、石錘 1点の出土があった。

第377号フラスコ状土墳 (第35図 )

D3区中央部南西寄りのYA-85～ 86グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。口縁部は112× 109cm

の円形である。プラン確認のみで掘 り下げていないため、深さ等、詳細は不明。

第379号フラスコ状土墳 (第35図 )

D3区北西部のYG-89グ リッド・Ⅲd層 上位で確認 した。口縁部は117× 107cmの 円形である。

プラン確認のみで掘 り下げていないため、深さ等、詳細は不明。

第389号フラスコ状土渡 (第 35図、40図90～ 92、 41図 15、 43図 7)

D3区北西部のYI-90～ 91グ リウド・Ⅲd層 上位で確認 した。口縁部は113× 104cmの楕円形、

底部は132× 113cm、 深さは74cmである。底面北北西部には70× 46cm、 深 さ14cmの ビットを有す

る。堆積土は 2ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片16点、敲石、土器片利用土製品各 1点の出土があった。

第394号フラスコ状土壊 (第35図、40図 93)

D3区北西部の YI-88～ 89グ リッド・Ⅲd層上位で確 認 した。口縁部は104× 101cmの 円形、

底部は186× 150cmの楕円形、深 さは155cmを 測 る。堆積土は 8ブロックに区分され、人為堆積

と考えられる。

土渡内より縄文土器破片13点の出土があった。

第395号フラスコ状土墳 (第35図 )

D3区北西部のYG-91グ リッド・Ⅲd層 上位で確認 した。 日縁部は97× 96cmの円形である。

プラン確認のみで掘 り下げていないため、深 さ等、詳細は不明。
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1層 黒色土 (1畔 R2/1)
2層 黒色土 (1畔R2/1)炭 化物微量混入
3層 黒色土 (1∝ R2/1)
4層 黒色土 (1畔R2/1)地山粒、炭化物少量混入
5層 黒色土 (1∝ R2/1)地山粒、プロック多量混入
6層 黒色土 (1桜 R2/1)地山粒、プロック多量混入
7層 黒褐色土 (1∝ R2/2)地山粒、プロック多量混入
8層 黒褐色土 (1∝ R2/2)地山粒多量混入
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第35図 第374～395号フラスコ状土墳実測図
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SK(F)318¨ … l  SK(F)321   2

第36図 D3区 フラスコ状土墳出土遺物 (1)

(3)戯

第308号土壌 (第44図、50図 1～ 2、 56図 1)

D3区南東端のZV～ ZU-85～ 86グ リッド・Ⅳ層で確認した。第309号土墳、ピット8、 44と

重複、本遺構がいずれの遺構よりも古い。平面形は155× 147cmの不正円形、深さは29cmで ある。

堆積土は 2ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

土渡内より縄文土器破片 8点、磨石 (凹石)1点の出土があった。

第309号土壊 (第44図 )

D3区南東端のZV～ ZUT85～ 86グ リッド・Ⅳ層で確認した。第308号土渡、 ピット8と 重

複、本遺構は308号土獲より新しく、 ビット8よ り古い。平面形は84× 74cmの楕円形、深さは

32cmで ある。堆積土は黒褐色土の単一層で、人為堆積と考えられる。

第310号土墳 (第4図、50図 3～ 6、 58図 1)

D3区南東部のZW-88グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は143× 124cmの楕円形で、

長軸方向はN-83生W、 深さは50cmである。堆積土は 3ブロックに区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片11点、土器片利用土製品 1点の出土があった。

第31l B号 土墳 (第 44図、50図 7～ 8)

D3区南東端のZV～ ZU-84～ 85グ リッド・Ⅳ層で確認した。第307号建物跡、ピット13と 重

複、本遺構はいずれの遺構よりも古い。平面形は140× 120cmの楕円形で、長軸方向はN-57生

E、 深さは31cmである。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

土渡内より縄文土器破片 4点、剥片 1点の出土があった。

0               10cm

―-40-―



Lヽ¨_______― [三二三二三二二

`fi/1      

｀`
ヽ`
｀
t__―――――-lEE二[三二二〔f′

`:/

Ｌ

紆

蒻

％

PK(F)306¨ ¨ 9
PK(F)319・  ・ 1～ 3
PK(F)321… … 4～ 6
PK(F)322- ・7
PK(F)375 ・̈ 8
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第40図 D3区 フラスコ状土墳出土遺物 (5)

第312号 土墳 (第 44図、50図 9～ 12、 54図 1)

D3区南東端のZU二85グ リッド・Ⅳ層で確認した。ピット67と 重複、本遺構が古い。平面形

は118× 110cmの 楕円形、長軸方向はN-15=W、 深さは37cmで ある。堆積土は 2ブロックに区

分され、人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片22点、石鏃 1点の出土があった。

第313号_LE (第 44図、50図13～ 22)

D3区南東部のZW-88～ 89グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。 ピット48と 重複、本遺構が古
い。平面形は16o× 114c.mの楕円形、長軸方向はN-80=E、 深さは51cmである。堆積土は 3ブ

ロックに区分され、人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片88点の出土があった。

第314A号土渡 (第44図、48図 1、 50図23～ 33)

D3区南東部のZX～ ZW-89グ リッドに位置する。本遺構は第 4次調査でその一部を確認、
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第41図 D3区 フラスコ状土墳出土遺物 (6)

第236号土墳として報告している。第314B号土墳と重複、本遺構が新しい。平面形は182× 146

cm、 長軸方向はN-23生W、 深さは29cmで ある。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積と

考えられる。

土墳内より、縄文時代後期の小型鉢 1個体他、縄文土器破片81点の出土があった。

第314B号土垢 (第44図 )

D3区南東部のZW-89グ リッドに位置する。本遺構も第 4次調査でその一部を確認、第239

号土墳として報告している。第314A号土墳と重複、本遺構が古い。平面形は180× 172cmの楕

円形で、長軸方向はN=82L E、 深さは58cmで ある。

第315号土墳 (第 44図、50図 34～ 35、 54図 2)

D3区南東端のZU-85グ リッド・Ⅳ層で確認した。第307号建物跡と重複、本遺構が古い。平

面形は92× 82cnlの不正円形、深さは37cmを測る。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積で

ある。

土墳内より縄文土器破片 2点、掻器 1点の出土があった。
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B

B

黒褐色土 (10YR3/2)地 山粒少量、
炭化物微量混入

黒 色 土 (10YR2/1)や や しまり有 り

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒少量混入

1層
2層
3層
4層

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒少量混入

黒褐色土 (10YR2/2)1層 より若千暗い

黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒、
自色粘土混入

B

SK 310

B

黒褐色土 (10YR3/2)地 山粒混入

暗褐色土 (10YR3/4)地 山粒多量混入

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒少量混入

黒褐色土 (10Y R2/2)地 山粒微量混入

黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒少量混入

A

層

層

層

層

層

媚
　
鳩
疇

（
イ
）
　
Ａ
一

黒褐色土 (10YR3/2)自 色粘質土混入

黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒多量混入

黒褐色土 (10YR2/2)綱置にoYRンのサ吉サレ燿漱
黒褐色土(10YR2/2)

SK 313

B

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒微量混入

黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒、炭化物少量混入

黒褐色土 (10YR2/2)白 色粘土混入

A

層

層

層

SK 317

層

層

層

にぶい責褐色土 (10YR4/3)自 色粘土
多量混入

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒少量混入
黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒、

自色粘土少量混入

0

第44図 第308～ 317号土鍍実測図

1層 黒色土(7 5YR1 7/1)
地山粒少量混入
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層
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第317号土壌 (第44図、50図36～ 38、 54図 3)

D3区南東端のZU-85～ 86グ リッド・Ⅳ層で確認した。ピット9、 41と 重複、本遺構がいず

れよりも古い。攪乱により、南東側を消失している。短軸は96cm、 深さは14cmを汲1る。堆積土

は黒色土の単一層で、人為堆積 と考えられる。

土壌内より縄文土器破片 9点、掻器 1点の出土があった。

第320号土娠 (第45図、51図63～ 66、 54図 4、 56図 2、 6)

D3区南東端のZV-85グ リッド・Ⅳ層で確認した。平面形は93× 86cmの円形、深さは42cmで

ある。壁は若干袋状に外湾している。堆積土は4ブロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片16点、掻器 1点、磨石 2点の出上があった。

第323号土堀 (第 45図、51図67～ 75、 54図 5～ 9)

D3区南東部のZX～ ZW-88グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。第351号土渡と重複、本遺構

が新しい。平面形は158× 124cm、 長軸方向はN-60生W、 深さは38cmである。堆積土は 3ブロ

ックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片112点、掻器 5点の出上があった。

第325号土墳 (第45図、51図76～ 81)

D3区南西端のZU-85グ リッド・IV層で確認した。第316、 319号フラスコ状土墳、ピット2、

28と 重複、本遺構は316、 319号フラスコ状土墳より新しく、ピット2、 28よ り古い。平面形は

131× 104mの 隅丸長方形で、長軸方向はN-63生W、 深さは64cmである。堆積土は 5プロック

に区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片19点の出土があった。

第328号土墳 (第45図 )

D3区南東部のZX-89グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は147× 128cmの楕円形で、

長軸方向はN-25生W、 深さは46cmである。堆積土は 3層 に区分され、自然堆積と考えられる。

土獲内より縄文土器破片 8点の出土があった。

第329号土境 (第45図、53図171～ 175、 54図 10)

D3区南東部のZX-89～ 90グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。平面形は142× 132cmの 円形、

深さは49cmである。堆積土は4ブロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片42点、掻器 1点の出土があった。

第303号土塩 (第45図、50図 39～ 44、 54図11～ 13、 58図 2、 8)

D3区南東部のZY-90～ 91グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は125× 108cmの 円形、

深さは35cmである。堆積土は2ブロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片23点、掻器 3点、土器片利用土製品、有孔軽石製石製品各 1点の出

―-49-―
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SK 338

B

黒褐色土(10YR2/2)地 山粒多量混入

黒褐色土(10YR2/2)地 山粒、
プロック多量混入

A

SK 339
B

黒褐色土 (10YR2/2)シ ラス多量混入

黒 色 土 (10YR2/1)自 色粘上、

炭化物微量混入

色 土 (10YR2/1)
色 土 (10YR2/1)炭 化物少量混入

0

第45図 第320～ 341号土装実測図

1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒 色 土 (10Y R2/1)地 山粒、

プロック多量混入

3層  黒 色 土 (loYR2/1)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒多量混入

黒褐色土 (10YR2/2)
黒 色 土 (10YR2/1)
褐 色 土 (10YR4/4)地 山粒、

プロック多量混入

B

SK 334
B

シラス少量混入

黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒、
プロック多量混入

黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒、
炭化物少量混入

B

SK 341

B
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グ
~~~ミ

-50-



土があった。

第334号土壌 (第45図、50図45～ 54、 54図 14～ 16、 56図 3～ 5)

D3区南東部の ZY-90グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。平面形は165× 100 cmの楕円形で、

長軸方向はN-90=E、 深さは52cmである。堆積土は 3ブロックに区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土上器破片91点、掻器、凹石 (敲石)、 敲石、 石皿各 1点の出土があった。

第338号土壊 (第 45図、50図55～ 60)

D3区 中央部南東寄 りのZZ～ ZY-89グ リッド・Ⅲd層中位で確認 した。第339号土渡と重複、

本遺構が新しい。平面形は135× 135cmの 円形、深 さは43cmで ある。堆積土は 2ブロックに区分

され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片168点 の出土があった。

第339号土塩 (第45図、51図61～ 62、 54図 17)

D3区中央部南東寄 りのZZ～ ZY-89グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。第338号土渡と重複、

本遺構が古い。平面形は124× 80cmの 楕円形で、長軸方向はN-90=E、 深さは46cmで ある。

堆積土は 4ブロックに区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片26点、掻器 2点の出土があった。

第341号土塘 (第45図、51図82～ 89、 54図 18、 55図 19～ 20)

D3区南東部の ZY-89グ リッド・Ⅲd層中位で確認 した。平面形は173× 142cmの 楕円形で、

長軸方向はN-69=W、 深 さは45cmである。堆積土は 4ブロックに区分され、人為堆積と考え

られる。

土渡内より縄文土器破片165点 、石匙 1点、掻器 2点の出土があった。

第344号土堀 (第 46図、51図 90～ 92、 55図21～ 22、 56図 7～ 8)

D3区南東部のZY-89グ リッド・Ⅲd層 中位で確認 した。平面形は107× 102の の円形、深 さ

は58mで ある。堆積土は黒色上の単一層で、人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片42点、掻器 2点、剥片、敲石、磨石 (敲石)各 1点の出土があった。

第347号土墳 (第46図、51図93～ 102、 56図 9)

D3区南東部のZY-88～ 89グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。平面形は151× 119 cmの楕円形

で、主軸方向は N― S、 深さは42cmである。堆積土は 2ブロックに区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片68点、磨石 1点の出土があった。

第348号土墳 (第46図、52図 103～ 116、 55図 23、 57図 1～ 3、 6、 58図 3～ 4、 7)

D3区南東部の ZZ～ ZY-89グ リット・Ⅲd層 中位で確認 した。平面形は148× 104 cmの楕円

形で、主軸方向はN-70生W、 深さは42cmである。堆積土は黒色土の単一層で、人為堆積と考

えられる。
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土墳内より縄文土器破片146点、凹石、土器片利用土製品各 2点、掻器、敲石、磨石 (凹石)、

磨石、石皿軽石製石製品各 1点の出土があった。

第349号土渡 (第 46図、52図 117～ 120)

D3区南東部のZY-86グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。平面形は139× 106 cmの楕円形で、

長軸方向はN-50LW、 深さは63cmである。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積と考え

られる。

土墳内より縄文土器破片10点の出土があった。

第351号土壌 (第46図 )

D3区 南東部のZY-85～ 86グ リッドに位置する。本遺構は第 5次調査でその一部を確認、第

312号土墳として報告している。平面形は227× 167cmの楕円形で、長軸方向はN-82=W、 深

さは27cmである。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

第357号土墳 (第46図、52図 121～ 126、 55図24～ 25)

D3区南東部のZX-88グ リヽ

'ド

・Ⅲd層 中位で確認した。第323号土渡と重複、本遺構が古い。

北東側は323号土渡構築により、消失 している。短軸は87帥、深さは27cmで ある。

土渡内より縄文土器破片36点、掻器 3点、剥片 1点の出土があった。

第359号土壌 (第46図、48図 2、 49図、52図127～ 135、 55図26～ 31、 57図 4、 48図 5、 92図 56)

D3区 中央部のYC-90グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。平面形は129× 105 cmの楕円形で、

長軸方向はN-25=E、 深さは53cmである。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積と考え

られる。

土墳内より、縄文時代後期の深鉢、鉢各 1個体他、縄文土器破片119点、掻器 4点、石鏃、

剥片、石核、磨石 (凹石)、 土器片利用土製品、有子L石製品各 1点の出土があった。

第362号土堀 (第 46図、52図 136～ 139、 55図32～ 33)

D3区北東部のYB-91グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は146× 100 cmの楕円形で、

長軸方向はN-79=W、 深さは40cmである。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片26点、石鏃 2点の出土があった。

第363B号土壊 (第46図 )

D3区 中央部南西寄りのYC-86グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。第376号 Tピ ットと重複、

本遺構が新しい。平面形は167× 150cmの 円形である。プラン確認のみで掘り下げていないため、

深さ等、詳細不明。

第366号土塘 (第46図、52図 140～ 145、 55図34～ 37)

D3区 中央部北東寄りのYB～ YA-90グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。平面形は135× 116

cmの楕円形で、長軸方向は N-57L E、 深さは36cnlで ある。堆積土は 3ブロックに区分され、
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人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片214点、掻器 4点の出土があった。

第368号土渡 (第47図 )

D3区 中央部のYA-89グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は194× 130 cmの楕円形で、

長軸方向はN-80L Eである。プラン確認のみで掘り下げていないため、深さ等、詳細は不明。

第369号土渡 (第47図、48図 3、 52図146～ 148、 55図 38、 58図 6)

D3区 中央部のYA-89グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は97× 89cmの 円形、深さは

48cmで ある。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

土墳内より、縄文時代後期の深鉢 1個他、縄文土器破片11点、土器片利用上製品 1点の出土

土があった。

第370号土壌 (第47図、52図 149～ 154)

D3区中央部のYA-89グ リッド・Illd層 中位で確認した平面形は75× 73cmの 円形、深さは35

cmである。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片50点の出土があった。

第371号 土墳 (第47図、53図155～ 160、 55図 39、 57図 5)

D3区 中央部のYA-89グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。平面形は80× 60 cmの 楕円形で、長

軸方向はN-15生 E、 深さは25cmである。堆積土は 2プロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片38点、掻器、磨製石斧各 1点の出上があった。

第372号土塘 (第47図、53図 161～ 164)

D3区 中央部のYA-90グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は85× 55 cmで、長軸方向は

N-47咀W、 深さは28cmで ある。堆積土は 2ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片31点の出土があった。

第385号土渡 (第47図 )

D3区北西部のYH-89グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。第311号焼土遺構と重複、本遺構が

古い。平面形は73× 65cmの円形である。プラン確認のみで掘り下げていないため、深さ等、詳

細は不明。

第387号土壌 (第47図、58図 9)

D3区ゴヒ西部のYI～ YH-88～ 89グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。第305号土渡と重複、本

遺構が古い。平面形は90× 88mの円形、深さは86cmである。堆積土は黒褐色土の単一層で、人

為堆積と考えられる。

土墳内より軽石製石製品 1点の出土があった。

―-54-



1層 黒褐色土 (1畔 R2/2)
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第390号土墳 (第47図、53図165～ 167)

D3区ゴヒ西部のYH-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。平面形は100× 95cmの 円形、深 さは

92cmである。堆積土は 4プロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片15点の出土があった。

第391号土壊 (第47図、53図 168～ 170)

D3区北西部のYH～ YG-90～ 91グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。第393A号土渡と重複、

本遺構が新 しい。平面形は104× 86cmの 楕円形で、長軸方向はN-15=E、 深 さは57cmで ある。

堆積土は 2ブロックに区分され、人為堆積 と考えられる。

土墳内より縄文土器破片17点の出土があった。

第392号土坂 (第 47図 )

D3区北西端のYK～ Y」 -91～ 92グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。 平面形は115× 110mの

円形である。プラン確認のみで掘 り下げていないため、深 さ等、詳細は不明。

第393A号土渡 (第 47図 )

D3区北西部のYH～ YG-90～ 91グ リッド・Ⅲd層 上位で確認 した。第391号土渡と重複、本

SK 314A- 1
SK 359- 2
SK 369  3

第48図 D3区土墳出土遺物 (1)

10cm
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遺構が古い。 391号土渡構築により、北西部を

消失 している。 短軸は102cm、  深 さは17cmで あ

る。

第393B号 土墳 (第 47図 )

D3区北西部のYI-88～ 89グ リッド・Ⅲd層上

位で確認した。第394号フラスコ状土墳 と重複、

本遺構が古い。平面形は150× 117cmの 楕円形で、

長軸方向はN-20生 E、 深 さは59cmである。堆

積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。

1絆

SK諄… 1      0Cm

第49図 D3区土墳出土遺物 (2)

第398号土壊 (第47図 )

D3区 1ヒ東部のYE～ YD-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。平面形は108× 90cmの円形で

ある。プラン確認のみで掘 り下げていないため、深さ等、詳細は不明。

第399号土坂 (第47図 )

D3区北東部のYE-91グ リッド・Ⅲd層上位で確認 した。平面形は124× 112cmの 円形である。

本遺構 もプラン確認のみで掘 り下げていないため、深さ等、詳細は不明。

(秋元信夫)

ア.遺構外出土遺物

(1)土器 (第 69図～74図 )

D3区遺構外からは、56個体の復元、図化土器と段ボール箱89箱の土器破片が出土 した。

これらの上器は、縄文時代前期、後期に位置づけられるもので、全体の 8割以上は後期初頭

から前葉のものが占めている。土器の平面分布をみると前期のものは調査区北西側 (台地縁辺

部)に、後期の復元・図化土器、土器破片は遺物廃棄域の一部 と考えられる万座環状列石中央

より西傾148mの 円外から第 4次調査確認の第201号建物跡南側において多くが出土 している。

一方、垂直分布 (出土層序)を観察すると、後期中葉の土器は第Ⅲa～ Ⅲc層、後期初頭～前葉

のものはⅢb層下位～Ⅲd層上位、前期のものはⅢd層下位より出上している。

土器の分類については、時期ごとに群別 し、文様、施文技法等により分類した。以下、その

概要を述べ る。

第 I群 前期の土器 (69図 1～ 12)

口唇部 に撚糸、絡条体圧痕による平行文をもつものを一括 した。口縁部文様帯の幅は2.5cm

～5.5cmで、 3～ 7段の撚糸あるいは絡条体圧痕文が施文される。 日縁部に隆起帯をもつもの

もみられ、その帯上 には竹管文、刺突文を有する。この竹管文、刺突文は口縁部 と胴部文様帯

の区画にも使用される。
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10cm

第58図 D3区土壊出土遺物00

口縁部は平縁、

'献
を呈する。波状口縁の項部から懸垂文 (10)が施文するものもある。また

回唇部には撚糸文を施文するものが多く見受けられる。胴部には木目状撚糸文、羽状縄文、単

節・複節斜縄文等が施文される。

胎土に小量の繊維を含むが、焼成は良好なものが多く、色調はにぶい黄褐色、黒褐色、橙色

を呈する。

本群土器は円筒下層 d式 に比定される。

第 I群 後期初頭～前葉の土器 (第61図～63図、69図 13～ 71図 39)

1類 隆線文、隆沈文の土器 (第69図13～ 15)

隆線文、隆沈文により文様が描きだされるものを一括した。深鉢形土器が主体を占める。13

|

SK 310・   1
SK 330 ・̈ 2、  8
SK 348¨… 3～ 4、  フ
SK 359¨¨ 5

SK 369 ¨ 6

SK 387¨ ¨ 9

/

一 タ
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第59図 各グリッド土器破片出土量

|  10.4箱 以下
|■||,0.5～ 1.0箱

l  11.1～ 2.0箱
匿華轟 2.1～3.0箱

醸購題 3.1箱以上

■■■ 1～ 2個

1   3～ 5個
申 6～ 9個

躍購鋼 10個以上

第60図 各グリッドの完形・復元土器個体数

は花弁状文、14は山形口縁から垂下する隆線を通結するように口縁、胴部上半部に3条の隆線

が施される。いずれの隆線文上にも斜縄文が施文されている。15は隆沈文により方形文が施文

されている。

焼成は良好なものが多く、色調は、にぶい黄橙色、褐灰色を呈する。

2類 地文上に沈線文が施文される土器 (第 70図 27、 28)

地文上に沈線を施文したものを一括した。深鉢が主体を占める。27は胴部上半に文様帯を有

し、主文様として入組状曲線文 (27)が施文されるもの、28は沈線に添って棒状工具による押圧

文が連続して施文されている。地文としてLR縄文が多用される。焼成は比較的良好なものが

／
／
′
２ｃｍ
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多く、色調は浅黄橙色、暗赤褐色を呈する。

3類 沈線文の土器 (第61図 1～ 6、 69図16～70図 26)

本類には無文研磨された器面上に 1～数条の沈線により文様が描きだされるものを一括した。

又、隆線文等により文様帯を区画するものも本類に入れた。

本類には深鉢、鉢、壺がある。これらの文様体は胴部下半にまで及ぶものが多い。文様体は

1～数条の沈線により1～数段区画される。主文様となる「 S」 字文、弧線文、円文等が等間

隔に施文されるもの (1、 4～ 6)、 曲線文や波状文等が施文されるもの (3)、 直線文により格

子目文方形文等が施文されるもの (24、 26)がある。このほか 1条の沈線を無方向に展開するも

の (2)がある。また、主文様を弧線文で連結するものや花弁状文を付加するものもある。焼成

は良好なものが多い。色調は灰褐色、橙色、にぶい黄褐色、にぶい橙色、浅責橙色を呈する。

5に は赤色顔料が塗布されている。

4類 帯縄文の土器 (第61図 7～ 63図 19、 71図29～ 39)

幅の狭い帯縄文の土器を一括 した。本類には深鉢、鉢、壺、台付土器があるが前 3者が主体

を占める。これらの文様帯は深鉢、壺では胴部中程、台付土器では台部まで及ぶ。

深鉢は、主文様として階段状文 (7、 11、 29、 33)、 入組状曲線文 (32)、 円形文 (31)が施文さ

れる。これらの主文様の他に花弁状文や連結文を付加するものもみられる。沈線間には単節の

斜縄文が充填 される。38、 39は斜縄文に替わって沈線間内を条痕で充損 している。焼成は良好

なものが多く、色調はにぶい黄褐色、にぶい橙色を呈する。

壺は比較的月ヽ型のものが多い。口縁部に橋状把手を持つもの (18)も みられる。胴部上半に文

様帯を持つが、16、 18の ように下半まで延びるものもある。主文様として階段状文 (13、 14)、

曲線文 (16)、 波状文 (18)、 入組伏曲線文 (34)、 直線文 (15)が施文され、沈線間には単節の斜縄

文が充填される。焼成は良好なものが多いが、焼 きがあまくボロボロと表面が剥がれ落ちるも

のもある。色調はにぶい黄褐色、にぶい橙色、暗赤褐色、灰黄褐色、灰黄色、橙色、明赤褐色、

灰自色 を呈する。

台付土器は17、 19の ようなタイプが存在する。19は浅 く、外反し、一つの山形突起を有する

皿で大きな台が装着 され、高不と呼ばれるものに類似 している。上部、下部の文様帯には帯縄

文による曲線文が施文され、沈線間にはRL糸電文が充損されている。焼成は良好で、色調はに

ぶい黄褐色を呈する。土器外面と皿部内面には赤色顔料が塗布されている。

本群土器 1～ 2類は東ゴし地方北部の前十腰内 I式 または螢沢式、 3～ 4類は十腰内 I式に比

定されるものである。
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第Ⅲ群 後期中葉～後葉の上器 (第64図、65図、71図 40～ 74図 74)

1類 幅の広い帯縄文の土器 (第64図20～ 22、 71図40～ 42、 73図 59、 60)

幅の広い帯縄文が施文されたものを一括した。第 2群 4類土器とは帯縄文の幅で明瞭に区別

できる。深鉢、壺が主体となる。主文様として入組状曲線文 (22、 40～ 42、 59)、 直線的、曲線

文的な帯縄文 (20、 21、 60)が施文される。沈線間には単節の斜縄文が充填されるがLR縄文が

多用される。深鉢に施文される縄文は前段階のような条の大きなものが多い。焼成は良好で、

色調は浅黄橙色、にぶい黄橙色、褐色、暗赤褐色を呈する。

2類 磨消縄文により幾何学文等が施文されるもの (第 65図 26、 27、 71図43～ 72図 45)

曲線的な沈線で描きだした幾何学文的な磨消縄文が展開するものを一括した。深鉢、壺が主

体となる。

深鉢は、胴部よりわずかに外反して口縁部が立ち上がるもの (27、 44)、 キャリパー状に回縁

部が大きく内湾するものがみられる(43)。 いずれも波吠口縁部を呈し、月ヽさな山形突起や装飾

的な突起を持つ。文様帯は口縁部、胴部に区画され、幾何学的な文様が施文されている。沈線

間には条の細かな斜縄文が充填されるがLR縄文が多用される。

壺は 1点が復元された。平口縁を呈し、回縁部は胴部より直線的にタト斜して立ち上がる。胴

部に文様帯を持ち、一条の沈線により幾何学的文様が施文されている。

本類土器は、焼成が良好で、色調はにぶい赤褐色、赤褐色、にぶい橙色 を呈する。

3類 磨消縄文に刺突文が伴うもの (第 65図 28、 29、 72図46～ 50)

本群 2類 に類似した磨消縄文が施文されるもので、沈線内側に沿って間隔を密にした刺突文

が施文されたものを一括した。主文様として「 S」 字状文 (28)、 幾何学文等が施文されている。

刺突は竹管、棒状工具によるもので円形、三日月形を呈する。

台付深鉢が主体となる。器形は「アサガオ」状を呈し、大きな波状口縁となり、項部に立体

的な装飾突起を持つ (20、 21)。 沈線間には条の細かなRL・ LR縄文が充損される。焼成は良

好なものが多く、色調はにぶい黄橙色、褐色、赤褐色を呈する。

67、 68の ように本群 1～ 3類の文様を持ちながら沈線間に縄文の充填の施されないものもあ

る。焼成は両者とも良好で、色調は前者が黒褐色、後者がにぶい黄褐色を呈する。

4類 平行沈線文が施文されるもの (第64図23～ 24、 72図 51～73図 58)

文様帯に数条の沈線文を有するものを一括した。深鉢、鉢、壺がみられるが前 2者が主体を

占める。これらの平行沈線は 5～ 8条施文され、「 S」 字状沈線文 (24)、 弧状沈線文 (23)や こ

れらの組合せによる文様で沈線間を連結するものもある。

深鉢は、胴部より「アサガオ」状に大きく口縁部が外反し、大波状あるいは山形となるもの

(53)、 立体的な装飾突起をもつもの (54、 56～ 58)がある。口唇部は月巴大化し、内曲しているよ
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うに見える。沈線間には条の細かな斜縄文が充填施文されるが、LR縄文が多用される。文様

帯の上下を無文化するものがほとんどである。

鉢は平口縁で、内湾気味に立ち上がる。胴部上半に平行沈線による文様体 を持ち、沈線間に

は条の細かな斜縄文が施文される。深鉢と同様に最下位の沈線下を無文化する。壺 (52)は破片

のみでその全容については把握 しきれないが、同様の文様が施文される。

本類土器の焼成は良好で、色調は黒褐色、灰黄褐色、暗赤褐色を呈する。

5類 沈線文系の土器 (第 64図 25、 73図61～ 63、 64、 65)

5類 a 第 4類と同様に平行沈線文を主文様 とするものであるが、斜行沈線が数条組み合っ

て交互に方向を変えて鋸歯状の文様を構成するもの (25、 61)や 沈線 を境に矢羽状に文様が施文

されるもの (63)、 斜行沈線のみが施文されるもの(62)が あり、若千趣を異にしている深鉢、鉢、

壺がみられるが鉢が主体 となる。鉢では文様帯下が無文化されている。焼成は良好なものが多

く、色調は暗赤褐色、にぶい黄褐色、褐灰色を呈する。

5類 b 64、 65の ように隆帯上、沈線間に刻み目を施文するものを一括 した。焼成は良好で

色調は黒褐色を呈する。

6類 その他の磨消縄文 (第73図 69、 70、 74図 73、 74)

弧状沈線、連続孤状沈線によって文様が施文されるものを一括 した。深鉢が主体を占める。

文様帯は回縁部、胴部に区画される。69は連続弧状沈線文を横位に半単位ずらした文様、70は

向かい合 う弧状沈線、73は連続弧状沈線が縦位に展開し蛇行懸垂文的な文様が施文される。沈

線間には条の細かな斜縄文が充損 されるが、 LR縄文が多用される。焼成は良好で、色調は鈍

い褐色、にぶい赤褐色、灰黄褐色を呈する。

本群土器 1～ 5類は東1ヒ地方北部の十腰内Ⅱ～Ⅲ式、 6類土器は十腰内Ⅱ～Ⅲ式の範疇で捉

えることの出来るものである。 4類土器は東北南部の宮戸Ⅱ式・宝ケ峰式、関東地方の加曽利

Bl式 に、 5類 aは加曽利 B2式の特徴を持っている。

第V群 後期初頭～後葉の上器 (第 66～ 68図、74図 75～ 91)

本群 には無文、縄文、撚糸文、条痕文の土器及びミニチュア土器を一括 した。時期別の細分

は難 しいが、器形等から明確に時期の判断できるものについては記した。数量的には非常に多

く出土 している。

1類 無文の土器 (第 66図30～ 38、 74図 75、 76)

深鉢、鉢、浅鉢、壺の他、ミニチュア土器がみられ、鉢、壺がその主体 を占める。鉢は平口

縁、または、ゆるやかな波状口縁 を呈 し、底部から内湾気味に立ち上がるもの (36、 37)、 直線

的に立ち上がるもの (33、 34)と がみられる。なお、数例であるが、橋状把手を持つものもある。

37は第 3群 3類の28と 器形が類似している。焼成は良好で、色調は橙色、にぶい黄褐色を呈す
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第61図 D3区遺構外出土土器実測図(1)

0             5 cm

-
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第62図  D3区遺構外出土土器実測図 (2)
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区遺構外出土土器実測図(3)
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0          5cm

―

第64図  D● 区遺構外出土土器実測図 (4)
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※28、 29は さらに

1/2に縮尺

0          5cm

一

第65図 D3区遺構外出土土器実測図 (5)
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第66図 D3区遺構外出土土器実測図(6)
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―
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第67図  D3区遺構外出土土器実測図(7)

0           5 cm

―
-76-―



o            5cm

第68図  D3区遺構外出土土器実測図(8)

る。壺は平口縁 を呈し、胴部より大 きく外反して立ち上がる。第301号埋設土器のように大型

のものもみ られるが、小型のものが多い。焼成は良好で、色調は橙色、にぶい黄褐色を呈する。

ミニチュア土器のほとんどが無文である。壺、深鉢が主体となる。焼成は良好で、色調は橙

にぶい黄褐色を呈する。

2類 縄文の土器 (第66図39～ 40、 67図41～ 44、 46、 74図77～ 85)

無節、単節縄文の施方された土器を一括 した。深鉢、鉢、壺が主体となる。

深鉢は、平口縁 (46)、 山形口縁 (42)の他、波状 を呈するものがある。口縁部上段から縄文を

施文するもの (41)、 口頸部に無節・単節の縄文圧痕や沈線を施 し境界文とするもの (42、 43)等

がみられる。41は第 3群土器に伴 うものと考えられる。焼成は良で、色調は橙色、にぶい黄褐

色、暗赤褐色を呈する。

壺は 2点が復元された (44)。 胴部上半に最大径をもつ。頸部に 1条の沈線 を巡 らしている

R縄文が施文され、焼成は良、色調は橙色、にぶい黄褐色等を呈する。

鉢は 1点 が復元された (39)。 波状口縁を呈し、LR縄文が施行される。焼成は良好、色調は

にぶい黄褐色を呈する。

3類 撚糸文の土器 (第 67図 45、 74図 86～ 89)

本類には、撚糸文、網目状撚糸文、連鎖状撚糸文が施文されたものを一括 した。深鉢、壺が

主体となる。

深鉢は、大型のものがその大半を占める。平口縁 を呈し、胴部より緩やかに外反するものが

多い。文様としては網目状撚糸文が多く用いられるが、小型のものについては単軸絡条帯の固
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第71図 D3区遺構外出土土器拓影図 (3)
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第74図 D3区遺構外出土土器拓影図 (6)

転文が施文されるものが多い。又、大型のものについては口縁部に沈線による境界文を施すも

のもある。焼成は良好なものが多く、明赤褐色、褐色、橙色、にぶい黄褐色を呈する。

壺では完形土器 1点 (45)が出土 している。ゆるやかな波状口縁を呈 し、第 1種の撚糸文が縦

位方向に施文される。焼成は良で、色調はにぶい黄褐色を呈する。

4類 条痕文の土器 (第67図 47、 74図 90、 91)

本類は平口縁の深鉢 (47)が主体 となる。条痕は器面に対し、縦位、無方向に施文されるもの

が多く、回縁部を無文化するものもある。焼成は良好で、色調は黒褐色、暗赤褐色 を呈する。

四
＝
＝
Ｈ
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(2)石器

D3区遺構外より出土した石器は多種多様で、その数は剥片石器1,448点、礫石器196点の総計

1,644点 である。 調査区ほぼ全域から出土したが、特に中央部南西寄りから1ヒ西部 にかけて多

く分布 していた。大半は遺物包合層Ⅲa層 ～Ⅲd層 からの出上である。石器の分類については、

形態別に類別・細分した。なお、石器出土分布密度図は第75図の通 りである。

石鏃 (第 76図、77図 )

調査区ほぼ全域から出土し、特にYB-87・ 88、 YG-88グ リッド付近 に多い。形態から2

群 6類 に分類した。石材は硬質頁岩が多く、珪質頁岩、赤色頁岩と続く。

1群…有茎石鏃で、基部形態から以下のように網別した。

a…平基有茎石鏃で54点出土した。剥離調整はていねいになされているが、自然面を残し

ている場合もある。欠損品は基部を破損しているものが多く、基音5にアスファルトの付

着がみられるものも数点ある。 (1～ 20)

b…凹基有茎石鏃で41点出土した。基部に快れをもつもので、 a類 に比べ細長く、剥離調

整はていねいである。基音阻こアスファルトの付着がみられるものがあり、欠損品は先端

部を破損しているものが多い。 (21～ 28)

C…凸基有茎石鏃で13点出土した。基部は、 a類、b類に比べ突出し、アスファルトの付

着がみられるものもある。ていねいな剥離調整がなされ、欠損品は基部を欠いているも

のが多い。 (29～ 37)

2群…無茎石鏃で、基部形態から以下のように細別した。

85

第 75図 石器出上分布密度図

―-84-―

「

:¬ 1～ 20個

l   121～ 40個

匡董Eヨ 41～ 60個

駁題整箇61個以上



a…凹基石鏃で 8点出土した。基部の快れは浅いものと深いものあり、剥離調整はていね

いである。 (38～ 44、 48)

b…円基石鏃で19点出土した。 I群に比べやや粗い調整によって作り出され、楕円形状を

呈している。 (49～ 57)

C…尖基石鏃で18点出土した。器面に一次剥離を残す部分があるものの、剥離調整はてい

ねいで、柳葉形を呈している。器部中央部は膨らみをもち、断面形は凸レンズ状もしく

は菱形である。 (58～ 68)

石錐 (第 78図 )

調査区北西部、南東部にまばらに出土した。形態は、 3群に分類した。石材は硬質頁岩、珪

質頁岩、赤色頁岩と続く。

1群…つまみ部と錐部の境が明確なもので、14点出土した。つまみ部と錐部はていねいな景」

離調整によって精巧に作り出されている、錐部先端には摩耗痕や途中で折れているもの

が多くみられる。 (69～ 79)

2群…つまみ部と錐部の境が明確でないもので、 6点出土した。V字状を呈し、つまみ部に

比べ錐部にていねいな加工調整がなされ、刃部先端には著しい摩耗痕が観察されるもの

もみられる。 (80～ 84)

3群…不定形な剥片の一部を加工調整して錐部が作り出されているもので、 7点出土した。

錐部は I・ Ⅱ群に比べ太めで、先端部には摩耗痕が観察される。 (85～ 91)

石匙 (第 79図、80図 )

調査区中央部から北西部にかけて分布し、特にYG-88グ リッド付近に多い。形態から2群

5類に分類した。石材は硬質頁岩、珪質頁岩、黒色頁岩、泥質頁岩である。

1群…横型石匙である。

a…主要刃部が一側縁に作り出されるもので、 7点出土した。 (92～ 94)

b…主要刃部が二側縁に作り出されるもので、 4点出土した。 (95～ 97)

C…主要刃部が三側縁に作り出されるもので、 4点出土した。 (98～ 101)

2群…縦型石匙である。

a…主要刃部が一側縁に作り出されるもので、22点出土した。 (102～ 107)

b…主要刃部が二側縁に作り出されるもので、17点出土した。 (108～ 117)

C…主要刃部が三側縁に作り出されるもので、 6点出土した。 (118～ 123)

石箆 (第81図 )

調査区中央部南西寄りから1ヒ西部にかけて分布していた。形態別から3群 に分類した。石材

は硬質頁岩、珪質頁岩である。
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1群…基部に対して刃部の幅が広 くなるもので、頭部は尖り三角形状 を呈 している。 5点出

土 した。器面にはほとんどが一次景」離を残す。 (124～ 126)

2群… I群 に比べ頭部は尖っておらず、台形状を呈する。 3点出土 した。器面には一次景」離

を残すものと、ていねいな剥離調整がなされているものがある。 (127、 130、 131)

3群…長楕円形状を呈しているもので、 3点出土 した。 (128、 129)

掻器

調査区ほぼ全域に分布し、特にYG-88、 YB-85グ リッド付近から多く出土した。打面を

上にして主要刃部の作り出される位置から、 6群に分類 した。石材は硬質頁岩が最も多く、珪

質頁岩、泥質頁岩、黒色頁岩、赤色頁岩と続 く。

1群…主要刃部が左、右いずれか一倶1縁に作 り出されるもの。334点出上 した。

2群…主要刃部が先端部に作 り出されるもの。99点出土 した。

3群…主要刃部が両縁・二側縁に作 り出されるもの。420点出土した。

4群…主要刃部が三側縁に作 り出されるもの。158点 出上 した。

5群…主要刃部が周縁全域に作 り出されるもの。73点出土した。

6群…刃部の一部分、全域に扶 りがあるもの。113点 出土 した。

磨製石斧 (第82図 )

調査区中央部付近に多く分布 し、22点出土 した。欠損品が大半を占め、基部半分から破損し

ているものがほとんどである。刃部には使用痕が観察され、特に145は 磨滅 が著 しい。ガヽ型の

もので、器面にも使用痕がおよんでいることから、ノミ的な用途として使われたものと考えら

れる。石材は石英閃緑 F分岩、緑色片岩、火山礫凝灰岩、砂質凝灰岩である。

142、 143は 孝L棒状石斧で石材は花商閃緑岩である。

石鍾 (第 83図 144～ 154)

調査区ほぼ全域から、28点の出土があった。扁平な川原石の両側縁 を打ち欠いているもので、

中には自然の凹みを利用し、一方だけに打ち欠きを施すもの (145)も みられる。法量的には、

長さ5～ 10cmと ばらつきがある。石材は凝灰質泥岩、泥岩、砂質凝灰岩、石英閃玲岩である。

151の み軽石で浮子として利用したものと考えられる。

敲石 (第83図 144～ 154、 第84図 158～ 169)

調査区ほぼ全域にまばらに分布 し、特 |「中央部から北西部寄 りに多く出土 した。扁平な川原

石の一狽1縁が打ち欠かれているものが32点 と多く、円礫を使用しているのが 3点、角礫のもの

が 1点 と多種多様で、法量的にも長さ4～ 14cmと ばらつきがみられる。石材は砂質凝灰岩が多

く、泥質凝灰岩、泥岩、緑色凝灰色、玄武岩、軽質凝灰岩、石英閃緑チ分岩である。
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凹石 (第 85図 170～ 176、 第86図 177～ 182)

調査区ほぼ全域にまばらに分布し、特に中央部から多く出土 した。円礫 (34点 )、 扁平 なりll

原石 (8点 )、 縦長状の礫 (12点 )の一部に多数の凹みをもつものである。使用後、敲石に転用

されたものもみられる。石材は石英閃緑」分岩、閃緑岩、緑色凝灰岩である。

磨石 (第 87図 183～ 191)

調査区ほぼ全域にまばらに分布し、34点の出土があった。円礫の一部分に磨痕が観察 される

ものである。法量は4.5～ 12cmと ばらつきがみられる。使用後、凹石として利用されているも

のもある。石材は石英閃緑玲岩、泥質凝灰岩、泥岩、緑色凝灰岩、閃緑岩、凝灰岩、石英安山

岩である。

石皿 (第88図 )

調査区ゴヒ西部に多く、22点出土 した。全て破損品である。石材は軽石が多く、軽石質石英安

山岩、泥質凝灰岩、軽石質凝灰岩、凝灰岩、流紋岩質凝灰岩、泥質凝灰岩である。

192は石皿から転用された砥石で、石材は泥質凝灰岩である。         (花 海義人)

|

の

0               5 cm

第 81図 遺構外出土石器実測図(6)
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(3)土製品

D3区遺構外から出土した土製品は、土偶20点、鐸形土製品25点、スタンプ状土製品 3点、茸

状土製品 8点、耳飾 3点、有子L土製品 9点、円形土製品 2点、三角形土製品 1点、土器片利用

土製品167点 、その他の土製品 6点の計243点 である。

土偶 (第89図 1～ 17)

1、 2は土偶の頭部。 1は九い顔に眉、日、鼻、国が作 り出されている。また、頬と顎に刻

みが加えられている。入れ墨等を表現 したものであろうか。 2は逆三角状の顔で、大きな鼻と

口が作 り出されているが目の表現がない。耳に相当する部分に貫通子しを有する。 1は ZZ-85

グリッド・Ⅲd層 から、 2は YA-86グ リッド・ Illa～ Ⅲb層 からの出土である。

3～ 5は土偶体部上半で、 3～ 5に は子L房が作り出されている。乳房間の他に 3、 4の首か

ら肩には刺突文が加えられている。 3は YC-87グ リッド・Ⅲa～ Ⅲb層、 4は YB-85グ リッ

ド・Ⅲc～ Ⅲd層上位、 5は YF-87グ リッド・Ⅲa層 の出土である。

6～ 8は土偶体部で、 8に は脚は作 り出されていない。 6、 7に は沈線文と刺突文が、 8に

は沈線文が施されている。 6は ZZ-86グ リッド・Ⅲc層、 7は 同グリッド・ llla～ Ⅲb層、 8

はYA-85グ リッド・Ⅲd層上位から出土している。

9～ 10は土偶の腕、11～ 16は土偶の脚である。これらは(D3区西部のYA～ YH-85～ 86グ

リッドのⅢa～ Illd層 上位から出土している。

17は YG-87グ リッド・Ⅲa～ Illb層 出上の土偶で、頭部及び脚部 を欠いている。また、子L房

も素Jがれ落ちたものと考えられる。首から肩には刺突文が、月要部には沈綿による平行線文と山

形状文が施 されている。

鐸形土製品 (第 90図 18～ 36)

開口部断面が円形のものと楕円形のもの (31～ 32、 36)が ある。貫通孔は鉦部の短軸方向の

ものと長軸方向 (36)に 穿孔されるものとがある。また、貫通子しが無いもの (22、 30、 32～ 33)

もみられる。

無文のものが多いが、沈線文のもの (30～ 31)、 刺突文のもの (32)、 撚紐圧痕文のもの (36)、

沈線と刺突により文様が構成されるもの (33～ 35)が ある。

なお、これらの鐸形土製品は、D3区ほぼ中央のⅢa～ Ⅲd層 から多く出土している。

スタンプ状土製品 (第90図 37、 91図 38～ 39)

スタンプ状土製品は本遺跡では初めての遺物で、 3点が出土した。沈線により、37に は曲線

文、38～39に は直線文が施 されている。37は YB-86グ リッド・Ⅲc層 、 38は ZZ-88グ リッ

ド・Ⅲb層 、39は ZZ-87グ リッド・Ⅲc層 の出土である。

茸状土製品 (第 91図40～ 44)
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茸を模 したと考えられる土製品で、かさの部分が丸いもの (44)や平坦なもの (43)、 中央が

もりあがったもの (42)等がみられる。柄の部分も真っ直ぐなものの他に曲がっているもの

(41)も ある。D3区 中央部～1し西部のⅢa～ Ⅲd層上位より出土している。

耳飾 (第 92図46～ 48)

46～48は耳栓。46の凹部中央には貫通孔を有する。大きさは、46、 47が径1.6cm、 48が径2.3

cmである。46は YI-90グ リッド・Ⅲa層 、47は YA-89グ リッド・Ⅲc～Ⅲd層上位、48は YA

-91グ リッド・ Illa～ Ⅲb層 からの出土である。

有孔土製品 (第 92図49～ 55、 57～ 58)

子しを有する土製品を一括した。49～ 51は管状、54は長方形で、長軸方向に貫通孔を有するご

55、 57～ 58は円形で、孔は平行に穿孔されている。これらの土製品は無文のものが多いが、刺

突文が施されているものもある。YG-87～ 88グ リッド・Illa～ Ⅲc層 からの出土が多い。

円形土製品 (第 92図59～ 60)

59は径4.lcm、 厚さ1.2cm、 表裏両面に沈線と刺突により文様が施されている。60は径3.8cm、

厚さ0.7cm、 無文の土製品である。ZY-86グ リッド・Ⅲc層 の出土である。

三角形土製品 (第 92図 61)

三角形で内彎 した土製品で、表面には沈線文が施されている。YH-91グ リツド・Ⅲa～ Ⅲb

層の出土である。

土器片利用土製品 (第93～94図 )

縄文土器の破片を打ち欠き、研磨により、円形、三角形、方形に成形したものである。D3区

からは167点の土器片利用土製品が出土したが、その内訳は円形139点、三角形17点、方形11点

で、円形のものが王倒的に多い。

打ち欠きだけのもの、一部に研磨を施しているものの他に、全周を丁寧に研磨しているもの

(8、 28、 33)等がみられる。

大きさは 4 cm前後のものが多い。本土製品は発掘区ほぼ全域から出土している。

その他の土製品 (第91図 45、 92図 62～ 66)

45は茸状土製品に類似するが、柄の部分が二股となっており、区別される。YB-90グ リッ

ド・Ⅲa～ Ⅲc層 の出土である。

62は やや不規則な形状の土製品であるが、表面に細かい沈線で渦巻状文等が施文されている。

YC-90グ リッド・Ⅲa～ Ⅲb層 から出土している。

63は 3本足の蛤状の土製品で、YA-86グ リッド・ Illa～ Ⅲb層 より出土したものである。

64は YC-87グ リッド・Ⅲa～ Ⅲb層出土の土製品で、高さ4.Ocrr.。

65は厚さ0.6cnlの板状の土製品で、土偶の可能性もある。YH-90グ リッド・Ⅲd層上面の出
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士である。

66は ZY-90グ リッド・Ⅲc層 から出土した土製品である。

(4)石製品

D3区遺構外から出土した石製品は、石刀 8点、石冠 2点、石棒 1点、円形石製品10点、三角

形石製品 2点、方形石製品 2点、有孔石製品 3点、凹部 を有する石製品 2点、棒状土製品 2点、

軽石製石製品21点、その他の石製品 2点の計55点である。

石刀 (第 95図 1～ 7)

6、 7は内返 り形の石刀で、刃部先端を欠いている。現存長は 6が16.8cm、 7が16.lcm、 石

材はいずれも粘板岩である。 6は YD-90グ リッド・Ⅲd層上面、 7は ZZ-89グ リッド・Ⅲd

第91図  Do区遺構外出土土製品実測図(3)
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層上面からの出土である。

1～ 5も 石刀の一部分で、 4の石材が石墨閃岩である以外は全て粘板岩である。

ZZ～ YH-89～ 90グ リッド・Ⅲa～ Ⅲd層上位からの出土である。

石冠 (第 95図 8～ 9)

全面を研磨によって整形 している。横断面は三角形状。石材はいずれも凝灰岩である。 8は

ZU-85グ リッド、 9は YE-87グ リッド・Ⅲa～ lllc層 より出土 している。
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石棒 (第 99図 53)

53は石棒で、現存長は19.9cm。 石材は軽石質凝灰岩。 YA-85グリッド・Ⅲd層 上面からの出

土である。

円形石製品 (第 96図10～ 17、 19)

打ち欠き、研磨により、円形・板状に成形された石製品で、径4.0～ 5.Ocm、 厚さ0.7～ 2.4cm

程の大きさである。 16、 19の ように側面の成形が打ち欠きだけのものもみられる。泥質凝灰岩

が多用されている。 ZU～ YH-86～ 90グ リッド・Ⅲa～ Ⅲd層上位からの出土である。

三角形石製品 (第96図 18、 26)

打ち欠き、研磨により、三角形・板状に成形された石製品で、18は底辺の長さが3.4 cm、 厚

さが0.8cm、 26は底辺の長さが11.4cm、 厚さが2.7cmである。18の側面は打ち欠きのみで、研磨

されていない。18の石材は泥質凝灰岩、26は軽石質安山岩である。 18は ZX-89グ リッド・Ⅲc

層、26は Y」 -91グ リッド・Ⅲd層上位から出土している。

方形石製品 (第96図20～ 21)

打ち欠き、研磨により、正方形・板状に成形された石製品で、一辺の長 さが3.3～ 3.6 cm、

厚さ0.8～ 1.6cmの 大きさである。石材は20が泥岩、21が泥質凝灰岩。いずれもYB-85グ リッ

ド・Ⅲb～ Ⅲc層 の出土である。

有孔石製品 (第96図22～ 23、 27)

いずれも欠損品であるが、22、 23は板状で、円形か楕円形と考えられる。ほぼ中央に径 0.7

～0.8cmの 孔を有する。石材は22が泥岩、23が軽石 (石英安山岩)で ある。22は YH-87グ リッ

ド・Ⅲa～ Ⅲb層 、23は YG-89グ リッド・Ⅲb層 より出土している。

27の現存長は13.3cm、 横断面形は楕円形である。 ほぼ中央、表面に垂直に0.4mの 孔が穿た
れている。石材は花間斑岩、YB-89グ リッド・Ⅲc層下位からの出上である。

凹部を有する石製品 (第96図 24～ 25)

凹部を有する球状の石製品で、径4.3～ 5.7品の大きさ。石材はいずれも軽石 (石英安山岩 )

である。24は YD-88グ リッド・Ⅲa層 、25は ZZ-90グ リッド・Ⅲc層 より出土している。

棒状石製品 (第 99図49～ 50)

シル ト質の軽石 (凝灰岩質泥岩)を棒状に成形したもので、長さは49が 10.9cm、 50が13.5cm

である。49は ZY-89グ リッド・Ⅲd層 、50は ZZ-90グ リッド・Ⅲc層 より出土している。

軽石製石製品 (第97図28～99図 48)

多子し質の軽石 (石英安山岩)を円形、楕円形、長方形、三角形等に成形 したものである。長

軸6.3～ 14.Ocm、 厚さ1.5～ 5.7cmの 大 きさである。YA～ YI-85～ 91グ リッド・Ⅲa～ Illd層 か

ら出土 している。
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その他の石製品 (第 99図51～ 52)

51は半球状の石製品で、平坦に成形された表面に沈線により渦巻文が描かれている。径 5.1

clll、 厚さは1.5cIIl、 石材は泥岩である。

52は土偶の足のような形状の石製品である。石材は泥岩、ZZ-90グリッド・Ⅲc層 からの出

土である。

(秋元信夫)
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第Ⅳ章 D3区の検出遺構と出土遺物呼安時代)

1.竪穴住居跡

調査区南西端より北西部のⅡ層 (大湯浮石層)上面～Ⅲa層上面において 4棟 を確認した。

第301号竪穴住居跡 (第 4図 )

調査区南西端 YD-85、 YE-86、 YF-86グ リッド、Ⅲa層上面において浮石粒を含む黒褐

色の落ち込みを確認した。住居の大部分は調査区外に延びているが、確認されるプランから一

辺4.2m以上の方形を基調すると考えられる。北東部壁は北西方向を向く。

本住居上面より土師器 4点、縄文土器片 3点が出土した。

本住居の構築時期は確認面での浮石混入状況、出土遺物より大湯浮石降下 (平安時代後半)

以後と考えられる。

第302号竪穴住居跡 (第 100図 )

調査区南西端 YG-86グ リッド、 Ⅱ層上面で確認した。住居の大部分は調査区外に延びてい

るが、平面形は方形を基調すると考えられる。北東部壁は長さ2.7mを濃1り 、床面よりほぼ垂

直に立ち上がる。北東部壁は,ヒ西方向を向く。確認面から床面までの深さは40cmで、堆積土は

5ブロックの人為堆積である。床面は地山を掘込み、平坦でしまり、柱穴は検出されなかった。

住居内より石錘 1点、縄文土器片等、縄文時代の遺物しか出土しなかったが、本遺構の構築

時期は堆積土の浮石混入状況、確認面から大湯浮石降下 (平安時代後半)以後と考えられる。

A  H.798m A′ 1層 黒褐色土 (lllYR 2/3)地 山粒少量混入、軟弱
2層  黒色土 (1畔R2/1)大湯浮石粒、地山粒少量混入
3層  黄褐色土 (10YR5/8)地 山プロック
4層  褐色土 (10YR4/6)焼 土

:層 量量明 蔭奮註諄霊乳笙嘲

'7絶

少箋入

第100図  第302号竪穴住居跡実測図
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第303号竪穴住居跡 (第 101、 102、 103図 )

調査区北西部 YI-89・ 90、 Y」 -89グ リッド、Ⅲa層上面で確認した。 S1304、 S K382、

S K 384、 S K388と 重複し、新旧関係は (1日)S1304→S1303→ S K388→ S K382→ S K384(新 )

となる。規模は、長軸 5m、 短軸 4mで東西方向にやや長い方形を呈する。主軸方向はN-33°

一Wである。北東部壁から北西部壁にかけての周壁には幅16cmの壁溝が巡らされ、北西部壁で

幅10cmと 狭くなり、途中で消失する。壁溝の床面からの深さは 8～ 4 cm前後である。壁はⅢd

～Ⅳ層上位までを掘込み、高さ30～ 40cmで床面よりほぼ垂直に立ち上がるが、北西部壁はやや

外傾して立ち上がる。

地山を掘り込む床面には貼床が施されており、こまかな起伏がみられ堅くしまっていた。

また、床面上所々に少量であるが焼土と炭化植物 (ス スキ)が認められたことから、焼失家

屋と考えられる。

柱穴は北北東寄りに径36cmの 円形のものが 1点のみ検出された。

堆積土は 5層 で、自然堆積である。

カマ ドは南東壁の西寄りに設置され、袖部は川原石を芯材とし、煙道部は粘土の貼り付けに

よって構築されたものと考えられる。長さは80cmを測 り、外傾しながら屋外へと立ち上がる。

カマ ド内より土師器14点が出土した。

本住居内より博 1点、土師器19点、鉄製品 1点、縄文土器片232点、土器片利用土製品 2点、

磨石 1点、石皿 1点、石器18点、石剣 1点が出土している。

構築時期は、堆積土、出土遺物から大湯浮石降下 (平安時代後半)以後と考えられる。

第304号竪穴住居跡 (第 4図 )

調査区北西部から北西端のYI-89・ 90、 Y」 -89。 90、 YK-89グ リッド、Ⅲa層上面で大

湯浮石の混入した黒褐色の方形プランを確認した。 S1303と重複し、これに切られている。

本住居のゴヒ西部壁の一部分は、第 4次発掘調査時にその一部分が調査されており、本調査で

はそのプランの確認のみにとどめた。

確認されたプランから想定される規模は、長軸7.6m、 短軸6.8mで東西方向にやや長い方形

を呈すると思われる。第 4次調査時では、1ヒ西部壁沿いに幅 5～ 8 cm、 深さ4～ 16cmを沢1る壁

溝、柱穴 1個が確認されており、床面には貝占床がみられた。

構築時期は堆積土より大湯浮石降下以降 (平安時代後半)と 考えられる。

2.土墳

調査区北西部で 7基の土墳を検出した。
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bl

S1303

A_H:17980m

1層

2層
3層
4層

5層
6層
7層

黒色土 (lαR2/1)大湯浮石粒、小礫少量、地山粒微量混入
ややしまる

黒掲色上 (1∝ R2/2)大湯浮石粒多量混入
褐色土 (lⅣR4/4)大湯浮石プロック、地山粒、褐色粘土少量混入
黒褐色土 (1鉗 R2/2)大湯浮石粒多量、地山粒少量混入

軟弱でボサポサしている

黒褐色土 (lⅣR3/2)地山粒少量混入
明褐色土(7 5YR5/8)焼 土粒多量、炭化物微量混入
暗褐色土 (10Y R 3/4)地 山粒少量混入、粘質土

1層 黒色土 (10YR2/1)大 湯浮石粒多量混入、サラサラしている
2層  褐色土 (lllYR 4/4)地 山粒、焼土粒 多量混入
3層  暗褐色土 (10YR 3/3)地 山粒少量混入、粘土質
4層  褐色土 (lⅨR4/4)焼土
5層  にぶい橙色土 (7 5YR7/4)粘 土
6層  にぶい褐色土 (7 5YR5/3)粘 土
7層 褐色土 (7 5YR4/4)焼 土粒多量混入
8層  にぶい褐色土 (7 5YR5/8)焼 土 プロック、自色粘質土多量混入
9層 褐色土 (7 5YR4/4)焼 土粒多量混入

o      lm

第101回  第303号 竪穴住居跡実測図
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第304号麟   (第 104、 105図 1～ 2)

調査区北西部 YI-87・ 88グ リッド、Ⅲa層 上面で大湯浮石粒の混入する黒褐色の落ち込み

を確認した。規模は、長軸2.7m、 短軸1.6mの隅丸長方形を呈する。確認面からの深さは40cm

を測り、底面にはゆるやかな起伏がみられる。壁は底面より外反して立ち上がる。

堆積土は 1ブロックで、人為堆積である。

遺構内より縄文土器片78点、磨製石斧 1点、土師器 1点、須恵器 1点が出土した。

構築時期は堆積土、出土遺物から大湯浮石降下以降 (平安時代後半)と 考えられる。

第305号土墳 (第 104、 105図 3～ 5)

調査区北西部 YH-88・ 89グ リッド、Ⅲa層 上面で大湯浮石粒の混入する黒褐色の落ち込み

を確認した。規模は、径1.35m前後の円形を呈し、確認面からの深さは46cmを測る。底面はゆ

るやかな起伏がみられ、壁は底面よりほぼ垂直に立ち上がる。

堆積土は 5ブロックで、人為堆積である。

遺構内より縄文土器片37点、土師器 3点が出土した。

出土遺物、堆積土から構築時期は、大湯浮石降下以降 (平安時代後半)と 考えられる。

第381号土壊 (第 104図 )

調査区北西部 YH-88、 YI-88グ リッド、Ⅲa層上面で確認した。規模は長軸0.86m、 短軸

0.78mの隅丸方形を呈している。確認面からの深さは20cmを測り、底面はゆるやかな鍋底状で

壁はそのまま外反して立ち上がる。

堆積土は 1ブロックで、人為堆積である。

遺構内より縄文土器片 9点 しか出土しなかったが、構築時期は堆積土混入物から大湯浮石降

下以降 (平安時代後半)と 考えられる。

第382号土堀 (第 104、 105図 6～ 14)

調査区北西部 YI-89。 90グ リッド、 S1303床 面上で確認した。 S1303、 S K384、 388と 重

複し、新旧関係はS1303に おいて述べた。規模は一辺が1.86mの方形を呈する。壁高は1.02m

で、底面よりやや内反して立ち上がる。底面は、地山を掘込み、平坦で堅〈しまる。

堆積土は 5ブロッグで、人為堆積である。

遺構内より上師器30点、縄文土器片127点、ミニチュア土器 (縄文)1点、土器片利用土製品

3点、石器 2点が出土した。

出土遺物から構築時期は、大湯浮石降下以降 (安時代後半)と 考えられる。

第383号土渡 (第 104図 )

調査区北西部 YI・ Y」 -89グ リッド、 S1303床 面上で確認した。規模は、長軸0.94m、 短

軸 0。 9mの円形を呈する。確認面からの深さは36cmを測り、底面はゆるやかな鍋底状で、壁は
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SK304

1層 黒褐色土(1餌 R2/2)大湯浮石粒、地山粒少量混入
軟弱でボサボサ している

A  H:1798■

C H:1798m

1層  黒褐色土 (10YR2/2)大 湯浮石粒多量、地山粒少量混入    1層
軟弱でボサボサ している       2層

2層  暗褐色土 (10YR3/3)焼 土 プロック、粒少量混入
3層  黒褐色土 (loYR2/2)地 山プロ ック、粒多量混入
4層  黒褐色土 (10YR3/2)地 山ブロ ンク、粒 多量混入
5層 黒褐色土 (10YR3/2)大 湯浮石粒、地山粒多量混入
6層 黒褐色土 (loYR2/2)大 湯浮石粒、地 山粒少量混入
7層  黄褐色土 (10YR5/8)黒 褐色土少量混入、軟弱でボサボサ している
8層  黒 色 土 (10YR2/1)地 山ブロ ンク多量混入、固 くしまる

第104図 第304～305号土壊実測図

1層 黒褐色土(10YR2/2)大 湯浮石粒少量混入
2層 黒褐色土(7 5YR2/2)大 湯浮石粒少量混入
3層 黒褐色土(10YR2/2)大 湯浮石粒多量混入
4層 橙 色 土(7 5YR7/6)焼 ■
5層  黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒少量混入

A  H:1795m

D

A  H:17934m B

1層 黒褐色土 (10YR2/2)
大湯浮石粒少量、地山粒

微量混入

軟弱でボサボサ してぃる

S K383

黒褐色土 (loYR2/2)
大湯浮石粒、地 山粒少量混入

軟弱でボサボサ してぃる

暗褐色土 (loYR3/3)
地山ブロック、粒 多量混入

軟弱でボサボサ している

Ｄ
・

1層

2層

黒褐色土 (10YR3/2)地 山粒 多量混入、粘質土

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒少量混入、粘質土

SK381

SK305

SK382、 384

SK388
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第105図  土墳出土遺物
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やや外反して立ち上がる。

堆積土は2ブロックの人為堆積である。

縄文土器片 2点のみの出土遺物であるが、構築時期は堆積土混入物状況から、大湯浮石降下

以降 (平安時代後半)と 考えられる。

第384号土壊 (第 104図 )

調査区北西部 YI-89。 90グ リッド、 S1303床面上で確認した。 S K 388、 S K382と 重複し、

本遺構が新しい。規模は長軸1.12五 、短軸0.84mの隅丸方形を呈している。推定される深さは

86cmと 思われ、底面は平坦でしまりはなかった。壁は底面よりやや外反して立ち上がる。

堆積土は4ブロックの人為堆積である。

遺構内より縄文土器片 4点が出土した。

構築時期は堆積土から、大湯浮石降下以降 (平安時代後半)と 考えられる。

第388号土墳 (第 104図 )

調査区北西部 YI-89・ 90グ リッド、 S1303床 面上で確認した。 S K382、 S K 384と重複し、

本遺構が古い。規模は長軸 1.48m、 短軸1.2mの 長楕円形を呈する。確認面からの深さは24

cmを測り、底面は平坦で堅くしまっている。壁は床面よりやや外反して立ち上がる。

堆積土は 2ブロックで、人為堆積である。

出土遺物は、縄文土器片 7点のみの出土であったが、 S1303を切っていることからt構築時

期は大湯浮石降下以降 (平安時代後半)と 考えられる。

(花海義人)
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第Vtt D4区の検出遺構と出土遺物

D4区 において、新たに確認された遺構は、縄文時代の柱穴状 ピット130イ固、環状配石遺構 1

基、方形配石遺構 1基、配石列 2基、その他の配石遺構 3基、石囲炉 1基、焼土遺構 2基、 T

ピット2基、フラスコ状土渡 6基、土墳17基である。また、これまでの調査によってその一部

が確認されていた遺構で今回の調査対象となった遺構は環状配石遺構 3基、配石列 1基、フラ

スコ状土墳 1基、土墳 1基である。

1.建物跡と柱穴状ビット (第 5、 106～.109図 )

D4区 からは130イ国の柱穴状 ピットが検出されたが、そのほとんどは中央部及び南東部のⅢd～

IV層 において確認されている。中央部の柱穴状ピットの規模が径19～ 60cm、 深さは10～ 73cmで

あるのに対 し、南東部の柱穴状 ピットは径23～ 94cm、 深さは21～ 118cmと 大規模なものが多い。

また、柱痕の確認されたピットも多く、これらのビットのほとんどは 4、 6本柱の掘立柱建物

跡の柱穴と考えられる。しかし、この周辺には方形配石遺構、配石列等が分布 しており、それ

らの遺構の保存のため、柱穴状 ピットの確認面まで掘 り下げていない部分も多い。また、想定

される建物跡のほとんどは調査区域外へ跨 ぐものと考えられ、これらの建物跡のプランについ

ては次年度の調査結果を得てから検討したい。

ZU-93 ＋
・９４
　
　
　
　
加
（
）

ＵＺ

η
◎
　
◎

元

２０２◎

201      208  241

社
∞

F

黎]。●
245

◎

zT上960
SK 415

第106図  D4区柱穴状ピット実測図

203
239
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Pit 201 Bl層

A Pit 203・
239

Pit 206・ 207

Pit 21 2

Pit 21 7

社     Fl層
2層
3層
4層
5層

6層

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒、
炭化物微量混入

2層 黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒
少量混入

3層 黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒、
プロ ック少量混入

4層  黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒
多量混入、 しまり有

5層  黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒、
プロック多量混入

6層 黒 色 土 (10YR1 7/1)
地 山粒、プロック少量

F:層 量堰8ゴ ::¥l:偲地山粒、
プロック多量混入

3層  黒褐色土 (10YR2/3)地 山粒、
プロ ック多量混入

4層 黒 色 土 (10YR2/1)炭 化物
微量混入

5層 黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒
多量混入、 しまり有

Pit 206

1層  黒褐色土 (10YR2/2)

F2層催鼈翼ぶ騎
、フ   3層  黒褐色土 (10YR2/3)

地 山粒多量混入

4層  黒褐色土 (10YR2/2)
5層 黒褐色土 (10YR3/2)
地山粒、プロック多量混入

Pit 207

1層 黒 色 土 (10YR2/1)
2層 黒 色 土 (10YR2/1)
3層 黒褐色土 (10YR2/3)

1層 黒 色 土 (10YR2/1)
地山粒微量混入

2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層  黒掲色土 (10YR2/2)

地 山粒少量混入 4

4層  黒褐色土 (10YR2/3)
地山粒、プロック多量混入、

しまり有

A  Pit 202

A Pit204 B

Pit 213・ 214

Pit213    Pit214

Pit218

黒褐色土 (10YR2ん )地山粒
微量混入

黒褐色土 (10YR3/2)炭 化物
微量混入

黒褐色上 (10YR2″ )地山粒、
プロック多量混入

暗褐色土 (10YR3ん)シ ラス
多量混入

黒褐色土 (10YR32)地 山粒
多量混入

2層

3層

4層

5層

層

層

　

層

　

層

　

層

黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR2/2)炭 化物

微量混入

黒 色 土 (loYR2/1)地 山粒、
プロック多量混入

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒
少量混入

黒掲色土 (10YR2/3)地 山粒、
プロック多量混入

Pit 208・ 241
A         Bl層~  Pit208 Pit241 ~ 黒褐色土 (10YR2/2)

地 山粒少量混入

黒褐色土 (10YRν 3)
地山粒、プロック多量混入

黒掲色土 (10YR3/2)
黒 色 土 (10YR2/1)
黒褐色土 (10YR2/3)
地山粒、プロ ンク多量混入

2層

3層
4層
5層

Pit 220
黒 色 土 (10YR2/1)

しまりな く軟弱

黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒、プロック多量混入

黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒微量混入

黒褐色土 (10YR2/3)
地 山粒少量混入

Bl層

第107図 第201～ 220号柱穴状ビット断面図

Pit 213
1層  黒褐色土 (loYR2/2)
2層  黒褐色土 (10YR2/3)

地 山粒 少量混入

3層  暗褐 色土 (10YR3ん )
地 山粒 、 プ ロ ック多量混入

4層  黒褐色 土 (10YR3/2)
地 山粒 、 プロ ンク少量混入

Pit 214
1層 黒 色 土 (10Y R2/1)

しま り有

夕 2層
地属謄

± °OYRγ
恣混入

3層 黒 色 土 (10YR2/1)
地山粒微量混入

4層  黒褐色土 (10YR2/2)
地山粒、ブロック少量混入

黒褐色土 (10YR2/2)自 色粘土

微量混入

黒 色 土 (10YR2/1)シ ラス少量
混入、軟弱

黒 色 土 (10YR1 7/1)
シラス少量混入

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒、
シラス多量混入、堅 くしまる

黒褐色土 (10YR3/2)地 山粒、
炭代物微量混入

黒褐色土 (10YR2/2)地 山粒、
炭化物微量混入、軟弱

黒褐色土 (10YR2″ )プロック

多量混入、 しまり有

黒褐色土 (10YR3/2)地 山粒、
プロ ンク多量混入

o        lm

一

Ｂ
・

Ａ
一Ｂ

一

黒褐色土 (10YR2/2)黄 褐色粘質土

少量混入

黒 色 土 (10YR2/1)し まりなく軟弱

黒褐色土 (10YR2/3)シ ラス混入、軟弱

黒 色 土 (10YR2/1)地 山粒少量混入

黒褐色土 (10YRν2)地山粒、プロック、
シラス多量混入

にぶい黄褐色土 (10YR5/41シ ラス

Ｂ
一

Ａ
．

Pit 219

層

層

層

層

層

　

層

　

層

層

　

層

Bl層
2層

Ａ
．

Pit239 Pit203

-125-



(新 1日関係は旧→新で表わす。記号のないものは新旧不明)

ビッ

鳳
グリッド

長径X短径X深 さ

(ol)

重 複 関 係
ビット

No
グリット

長径X短径X深さ

(m)
重 複 関 係

ZU-93 811X80X1080 P1211→ Pit240→ P1201 ZU-94 38X38X63.5

ZU～ ZT-93 86X79X(70以 上) ZU-96 44X38

ZT-93 66X62x(70以 上) P1203→P1239 ZU-96

ZT-93 58X56X(56以 上) ZU-96 36X36

ZU～ ZT-9〔 66X64X(55以上) ZW-93 41XttX51 3

ZU― ZT-9〔 54X54X(55以 上) 44X37X35

ZU■ZT■3～9 78X78X(80以 上) 34X29X196

ZU-93 68X62X92 P1241→ Pit208 24X21X332

ZU-94 34X34X504 24X20x267

ZU-93 62X62Xl18 6 Pit211→ P1240→P1210 ZW-94 39X30X825

ZU-93 (68)X(68)X1028 Pれ 211‐ P12Ю→PIml:P"211→ Pれ知"Pi1210 38X34X512

ZT-94 (70)X(70)X74 41X39X46.4

ZU-94 82X(74)X(80以 上) P1214→ Pit213 26XZX53 7

ZU-94 94X(94)X(811以 上) SK(F)416→ P1214→ Pit213 ηX27X23

ZT-94 34X34X508 25X25X322

ZV-94 82X78Xl17 P124 30X27X40.7

ZU-95 66X54X(1020) 33X25X399

ZT-95 70X58X(1040) ZW-95 27X24x572

ZV-95 90X80X(102.0) ZX-93 41X36X406

ZV-95 83X82X(1180) 30X29X53.9

ZV-95 90X82X(560) SK419→ P1221 37X37 S K 409

ZY-93 48X47X473 25X24X53 S K 409

ZX-98 43X36X86.6 411X40X46 S K 409

ZX-94 30X27X611 24X28X41

ZY-94 28X28X403 24X18X321

ZY-94 34X29X664 ZX-93 24X22Xll.7 S K 410

ZX-94 52XЮ X37.0 ZX-98～ 94 28X25X453

ZX-94 34X31X502 24X24X568 S K 410

ZW-94 30X28X402 22X19x488 S K 410

ZW-94 23X22X20.8 ZX-94 30X27X555 S K 410

ZW-94 41X32X510 43X28X574

ZW-94 30Xη X40 1 19X18X57.9

ZW-94 38X36X544 20X20X523

ZW-94 34X30X389 32X31X486

ZX-94～ 95 36X34X377 27X24X467

ZY-94 34X24X62.7 25X23X381

ZY-94 37X32X221 27X2X655

ZX-93 59X56X464 28X26X60.8

ZT-93 50X48X470 Pit2113→Pit239 30X28X41

ZU-93 50X48 Pit211‐ Pれ躙→Ph201lP1211→ Pれ2Ю→Pit210 21X21X496

ZU-98 60X56X525 Pital→ Pit208 24X23X423

ZU-94 32X32 23X22X24.1

ZU-94 32X30 26X24x532

第 4表   D4区 柱穴状 ビッ トー覧表
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ビット

No
グリンド

長径×短径X深 さ

(cnl

重 複 関 係
ビット

血
グリッド

長径×短径×深さ

(司
重 複 関 係

ZX-94 28× 24×377 ZY-94 23X18× 119 SK4“

36X34×426 27×25× 581

28×23× 50 24×20× 253

ZX-94～95 32× 32X655 29×25× 275

20× 19× 103 35X30×389

ZX-95 29× 28× 649 25×25× 436

26× 25× 682 38× 22×473

35× 35 38×38× 449

38× 32× 728 31×30× 599

24× 21×307 23×22× 319

21× 20×306 37×31× 499

ZY-93 57×57×780 SK4∝ →P■ 298 30×30× 333

47×44× 638 ZY―ZX-9: 35× 25× 638

27×23× 391 ZY-95 27× 26×484

32× 27×63 31× 28× 95

39×34 31× 28× 539

40×40× 701 34×27× 612

ZY-94 24×22× 609 ZZ-95 43× 33× 350

30× 21× 137 YAγZZ-9( 29× 28× 300

24× 23× 10 YA-95 48×

“

×450

25× 23×478 60×49× 250

19× 16×153 SK 408 35×33×480

日
＝

＝

――

月

′

‐―

い

肖

＝

脚

ｈ
＝
岬躙
２日
Ｈ
Ｈ
Ⅳ畿

‐

ｍ
Ｈ
同
日
『鰊
荀》

11

%|
Ｈ
К

ν

洵
10cm

∩
＝
＝
＝
岬

Pit201¨  ̈l      Pit205 … 5～ 7
Pit202   2～ 3   Pit212- 8̈
Pit203 -4    Pit215… ・ 9～ 10

Pit216 …■l  Pit 223 ■̈4    Pit233… …18
Pit218¨・ 12  Pit228…  15～ 16  Pit236¨―■9
Pit222・ …13  Pit232 …■7     Pit237  20

第108図 D4区柱穴状ビット出土遺物 (:)
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中央部のピット群のうち、ZY～ ZX-93～ 95グ リッドに径 7mの環状に分布するピット群

については、建物跡の壁柱穴の可能性もあるが、この周辺が微高地でありV層 まで攪乱が及ん

でいること、主柱穴を明確にし得なかったことから建物跡とすることを見送った。

2

● :
¨

―
(〔〔:::〕〉
―
7

―

Pit202.… 1

Pit215 2
Pit217¨ 3

Pit235¨ 4

Pit207 5
Pit229-6～ 7
Pit238… 8
Pit223-9

o                5cm

第109図 D4区桂穴状ビット出土遺物 (2)

～

‐

イ  フ
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2.配石遣構

(1)環状配石遺構

第401号環状配石遺構 (第110図、119図 1～ 2、 120図 5)

D4区ゴヒ西部の YF一 YC-93～ 95グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面を構築面とする。本遺構は第

4次調査でその南西部を確認、第207号環状配石遺構 として報告している遺構である。環帯部

は径8.8m、  帯幅は76cmで、南南東狽1に 4.8× 2.4mの張 り出し部を有する。配石に使用され

ている石は12～ 60cm大 の大 きさで、その石材は石英閃緑粉岩、石英安山岩、凝灰岩などである。

石英閃緑粉岩が約 6割 を占め、石英安山岩がこれに次 ぐ。

環帯音Sの内側 3箇所より76× 48cm、 124× 122cm、 33× 32cmの広がりの焼土が確認されている。

本遺構内及び近傍から縄文土器破片 5点、土器片利用上製品 1点の出土があった。

第402号環状配石遺構 (第111図、120図 1)

D4区北西部の YB～ ZZ-97～ 99グ リッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面とする。本遺構は第

9次調査でそのほとんどを確認、第909号環状配石遺構 として報告している遺構である。今回

の調査では張 り出し部南東端の石 1個 と環帯部内傾1の焼土が検出されている。

環帯部は径8.8m、 南佃1に 2.6× 1.8mの 張 り出し部を有する。配石に使用されている石は10

～52cm大 の大きさで、その石材は石英閃緑玲岩、石英安山岩、流紋岩、凝灰岩などである。石

英閃緑 I分岩が 9割を占め、石英安山岩がこれに次ぐ。

環帯部の内狽12箇所より156× 140cm、 56× 40cmの広がりの焼土が確認されている。

本遺構内から掻器 1点の出土があった。

第403号環状配石遺構 (第112図、119図 3～ 13、 120図 2、 6～ 7)

D4区 1ヒ東部の ZY～ ZX-97～ 98グ リッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面とする。本遺構は第

9次調査でその1し東傾1を確認、第910号環状配石遺構 として報告 している遺構である。

かなり破壊を受けているが、環帯部は径7.2× 6.6m、 南西側 に位置する張 り出し部 2.4× 1.3

の規模 と考えられる。配石に使用されている石は14～ 64ёm大の大きさで、その石材は石英閃緑

I分岩、石英安山岩、泥質凝灰岩、緑色凝灰色などである。石英閃緑玲岩が約 8割 を占める。

環帯部の内側 2箇所より84× 76cm(104× 100cmの 広がりの焼土が確認されている。

本遺構内及び近傍から縄文土器破片 190点、掻器 1点、土器片利用土製品 4点の出上があっ

た。

第407号環状配石遺構 (第113図 )

D4区 1ヒ西部のYD～ YC-96グ リッドのⅢd層上面で16× 64cnl大の石が密集 して確認された。

これらの配石はその位置等から、環状配石遺構の張 り出し部で、環帯部は北東側の調査区域外

に延びるものと考えられる。張 り出し部の規模は3.8× 1.8m、 配石に使用されている石は12～
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64cm大 の大きさで、その石材は石英閃緑I分岩、石英安山岩、安山岩、凝灰岩などである。石英

閃緑玲岩が約 9割 を占め、安山岩がこれに次ぐ。
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(2)方形配石造構

第406号方形配石遺構 (第 114図 、119図 15～ 18、 120図 4、 10～ 13)

D4区南東部の ZV～ ZU-93～ 94グ リッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面とする。第428号フラ

スコ状土墳と重複するが、新旧関係は確認できていない。

14～ 72cm大 の偏平な石を4.2× 3.9mの 正方形に立て並べたので、その石材は石英 FA3緑騎な、

石英安山岩、安山岩、緑色凝灰岩である。石英閃緑工分岩が約 9割 を占め、石英安山岩がこれに

次 ぐ。なお、配石内より焼土は確認されていない。

本遺構南佃1か ら、 8～ 32cm大 の石14個が確認されているが、本遺構に伴 うものか、男」遺構か

は確認できなかった。

本遺構内及び近傍から縄文土器破片32点、掻器 1点、土器片利用上製品 3点、石冠 1点の出

土があった。

第114図  第406号方形配石遺構実測図

Ｑ
Ｇ

≪
騨
咽
さ
単
に
響
含
ヽ
∝
と
こ
引
Ｕ
畔
　
曖
Ｈ
　

日
ヽ
Ｃ
、
順
押

〓
ｏ
日

ｍ
　
　
　
　
く

辟
却
ヽレ

浴ヽ

―-134-

2m



＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ー

‘

Ъ

古

０

１

，

１

費

澪

引

封

―

＝
＝
●
＝
”＝
――
――
●
＝
「
―‐
●
＝
―‐
――
■
１１
“
＝
・―
＝
＝
―‐

´

ヽ

謳よ
珀

Ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｕ

！

・

∬
〓
い
国
　
罰
き
ヽ
¨
目
創
理
′
さ
い
抑
目
創
麟
華
刈
菫
国

ヨ



(3)配石列

第404号配石列 (第 115図 、119図14)

D4区中央部から北西部にかけての ZY～ ZT-93～ 94グ リッドに位置 し、Illd層 上面を構築面

とする。本遺構は昭和21年の調査でその南東部 を確認、「大湯町環状列石」 (昭和28年 3月 )で

第一区石列として報告されている遺構である。 第431号 Tピ ットと重複 し、 本遺構が新 しい。

また、第405号配石遺構 とは新旧関係にあるのか、一連の遺構であるのか確認できなかった。

配石列は 3基の直線状の石列 (a、 b、 c列)よ り成る。 a列は発掘区南東端から405号配石

遺構まで延び、その長さは15.7m、 方位はN-55=Wで ある。 b列は a夕1の終点の2.4m手前

で分岐、N-70=W方 向へ延びる。その長さは8.lmo c夕 1は b列の終点からほぼ磁北へ向き

を替え、その長さは9.Omで ある。これらの石列には20～ 60cmの細長あるいは偏平な石が使用

され、それらの石が 1～ 2列に立て並べられている。石材は石英閃緑玲岩がほとんどである。

本遺構周辺から縄文土器破片 5点の出土があった。
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第116図 第409、 410号配石列実測図
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第409号配石列 (第 116図 )

D4区南東部の ZV～ ZT-93～ 94グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面を構築面とする。N-22LW

方向の直線状に延びる配石列で、確認された長さは9.8mである。本配石列はさらに南南東方

向に延び、万座環状列石に接する可能性もある。使用されている石は12～64cm大 、石材は石英

閃緑玲岩がほとんどで、他に凝灰岩や砂質凝灰岩数点がみられる。

第410号配石列 (第 116図 )

D4区南東端の ZU～ ZT-93～94グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面を構築面とする。 N-12=W

方向の直線状 に延びる配石列で、確認された長さは3.2mで ある。本配石列もさらに南南東方

向に延びていた可能性がある。石の大きさ、石材とも409号配石列とほぼ同じである。

14)配石遺構

第405号配石遺構 (第 115図 、119図 19～ 21、 120図 3)

D4区北東部の ZX～ ZW-96～ 97グ リッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面とする。環状配石遺

構の張 り出し部に類似する配石形態、規模の配石遺構である。第404号配石列との関連が問題

となる。配石の規模は3.6× 2.2m、 配石に使用される石の大きさは10～ 56cm、 石材はほとんど
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第 117図 第408号配石遺構、401号石囲炉、402号焼土状遺構実測図
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石英閃緑チ分岩である。

本遺構周辺から縄文土器破片 7点、敲石 1点の出土があった。

第408号配石遺構 (第117図 )

D4区南東部のZW～ ZV-94～ 95グ リッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面とする。環状配石遺

構の張り出し部に類似する配石とそれに続く逆 L字状の配石列より成る。配石列部分が方形に

閉じるかどうか精査したが、石の抜き取り痕や攪乱された痕跡はみられなかった。張 り出し部

の規模は1.8× 1.6m、 配石列部分の長さは4.4mと 4.Om、 その幅は40cllで ある。配石に使用さ

れる石の大きさは10～ 55cm、 石材はほとんど石英閃緑F分岩である。本配石内より石囲炉、焼土

遺構各 1基が検出されたが、その位置関係から本遺構と重複する別遺構と判断した。なお、そ

の新旧関係は確認されていない。

第411号配石遺構 (第118図、119図22～ 23)

D4区南東部のZW～ ZV-98～ 99グ リッドに位置し、Ⅲd層上面を構築面とする。1～ 5 cm大

のたくさんの円礫が径3.4m、 幅46cmの環状に分布しているもので、環状小礫群とでも呼ぶベ

き遺構である。第 9次調査で確認された第909号 土渡が本遺構のほぼ中央に位置するが、本遺

0        2m

第118図  第411号配石遺構実測図
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伴 うかどうかは不明。

本遺構内及び近傍から縄文土器破片12点の出上があった。

3.石囲炉

第401号石囲炉 (第 117図 )

D4区南東部の ZV-94グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。第408号配石遺構 と重複するが、新

旧関係は不明。一部炉石を消失 しているが、10～ 24cm大の石を76× 60cmの 楕円形に配置した石

囲炉と考えられる。炉内より

“

×36cmの範囲で焼土が確認された。

4.焼土遺構

第401号焼土遺構 (第121図 )

D4区南東部のZW-94グ リッド・Ⅲd層上面で確認 した。焼土範囲は64× 54cmで ある。

第402号焼土遺構 (第 117図 )

D4区南東部の ZV-95グ リッド・Ⅲd層上面で確認 した。第408号配石遺構と重複するが、新

旧関係は不明。焼土範囲は64× 59cmである。

-139-
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第121図 第401号焼土状遺構実測図



5.土墳

(1)Tピ ツト

第431号 Tピット (第122図 )

D4区 中央部1ヒ東寄りのZZ～ ZY-96グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。第404号配石列と重

複、本遺構が古い。同配石列保護のため、南東側は遺構確認面まで掘り下げていない。ピット

の幅は70m、 長軸方向はN-60=Wで ある。

プラン確認のみで掘り下げていないため、深さ、堆積状況等は不明。

第433号 Tビット (第122図 )

D4区北西部のYF～ YE-96グ リッド・Ⅳ層上面で確認した。規模は400× 48cm、 長軸方向

はN-52生Wである。

プラン確認のみで掘り下げていないため、深さ、堆積状況等は不明。

(2)フ ラスコ状土渡

第404A号フラスコ状土壊 (第123図 )

D4区南西端のZZ-93グ リッドに位置する。本遺構は第 4次調査でその一部を確認、第232

号フラスコ状土渡として報告している。第404B号土墳と重複、本遺構が新しい。

日縁部は116× 115 cm、 底部は187× 167cm、 深さは156cmを測る。堆積土は11ブロックに区分

され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片17点の出土があった。

第412号 フラスコ状土堀 (第 123図、124図 1～ 10、 125図 2～ 5)

D4区南西端のZY-93グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。第413号フラスゴ状土墳と重複、本

遺構が古い。

日縁部は105× 101cmの円形である。遺構の種類、新旧関係が半」明した100cmま でしか掘り下

げていないため深さ等は不明。堆積土は3ブロック以上に区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片56点、土器片利用土製品 4点の出土があった。

SK(T)431

第431・ 433品 Tビ ツ ト実測図
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第413号 フラスコ状土墳 (第 123図、124図 11～ 15、 125図 1)

D4区南西端のZY-93グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。第412号フラスコ状土墳、第406号

土墳と重複、本遺構はいずれよりも新しい。

口縁部は径165cmの 円形である。遺構の種類、新旧関係が判明した100cmま でしか掘り下げて

いないため深さ等は不明。堆積土は6ブロッグ以上に区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片23点、掻器 1点の出土があった。

第416号 フラスコ状土壊 (第 123図、124図 16、 17)

D4区南東端のZT-94グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。ピット414と 重複、本遺構が古い。

日縁部は86× 80cmの 円形である。遺構の種類、新旧関係が判明した90cmま でしか掘り下げて

いない。ボーリング棒による調査では深さは140 cm、 堆積土は 6ブロック以上に区分され、人

為堆積である。

土獲内より縄文土器破片14点の出土があった。
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〇
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D4区 フラスコ状土墳出土遺物 (2)
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第422号 フラスコ状土壊 (第123図 )

D4区中央部のZX-95グ リッド・Ⅳ層で確認した。

日縁部は85× 82cmの円形、深さは遺構の種類が半」明した46cmの深さまでしか掘り下げていな

いため不明。堆積土は3ブロック以上に区分され、人為堆積である。

第428号 フラスコ状土墳 (第123図 )

D4区南東部のZV-93グ リッド・Ⅲd層上面で確認した。第406号方形配石遺構と重複するが、

新旧関係は不明。

回縁部は径90cmの 円形、深さ等は掘り下げていないため不明。

第432号 フラスコ状土墳 (第123図、124図 18)

D4区北西部のZZ-96～ 97グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。

口縁部は径83cmの 円形、プラン確認のため10cm程掘り下げただけなので、深さは不明。

土渡内より縄文土器破片 3点の出土があった。

(3)土堀

第401号土渡 (第 126図、130図 1～ 3、 132図 1)

D4区南西部のYA-93グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は118× 117cmの円形、深さ

は32cmを汲1る 。堆積土は 2層 に区分され、自然堆積と考えられる。

土獲内より縄文土器破片21点、土器片利用土製品 1点の出土があった。

第402号土堀 (第 126図、130図 4～ 8)

D4区南西部のYA-93グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は105× 100cmの 隅丸方形、

深さは46cmを測る。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片38点の出土があった。

第403号土墳 (第 126図、130図 9～ 11)

D4区南西部のZZ-93グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は145× 92cmの楕円形で、長

軸方向はN-50=W、 深さは43cmである。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片 7点の出土があった。

第404B号土墳 (第 126図、130図 12～ 14)

D4区南西端のZZ-93グ リッドに位置する。本遺構は第 4次調査でその一部を確認、 第233

号土墳として報告している。第404A号 フラスコ状土渡と重複、本遺構が古い。平面形は115×

110cmの 円形、深さは104cmである。堆積土は 4ブロックに区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片35点の出土があった。

第405号土垢 (第 126図、130図15～ 19)

D4区 中央部南西寄りのZZ-93～ 94グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は95× 85cmの
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第126図 第401～ 410号 土墳実測図
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隅丸方形、深さは38cmを浪1る。1ヒ側に22～ 50cm大の自然石 3個が隣接しており、本遺構との関

連が考えられる。堆積土は 3ブロックに区分され、人為堆積である。

第406号土墳 (第126図、130図20～ 29)

D4区南西端のZY～ ZX-93グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。第413号 フラスコ状土渡、ピ

ット298と 重複、本遺構はいずれよりも古い。平面形は133× 110cmの 円形、深さは47cmで ある。

堆積土は2ブロックに区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片84点の出土があった。

第407号土墳 (第 126図、130図30～ 31)

D4区 中央部南西寄りのZY-93グ リッド・Ⅲd層中位で確認した。平面形は76× 74cmの 円形、

深さは65cmで ある。堆積土は3ブロックに区分され、人為堆積である。

土渡内より縄文土器破片12点の出土があった。

第408号土墳 (第 126図、130図 32～ 33、 132図 2～ 5)

D4区中央部のZY-29グ リッド・Ⅳ層で確認した。平面形は82× 78cmの 円形、深さは48cmで

ある。堆積土は4ブロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片19点、土器片利用土製品 4点の出上があった。

第409号土渡 (第 126図、129図、130図 34～ 37、 132図 6)

D4区南西部のZX-93グ リシド・Ⅳ層で確認した。平面形は127× 117cmの 円形、深さは44cm

である。堆積土は4ブロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文時代後期の鉢、壺それぞれ 1個体他、縄文土器破片26点、凹石 1点の出土が

あった。

第410号土墳 (第 126図、131図38～ 42、 132図 7)

D4区中央部南西寄りのZX-93～ 94グ リッド・Ⅳ層で確認した。平面形は138× 127cmの 円形、

深さは58cmである。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片55点、凹石 1点の出土があった。

第411号土塘 (第127図、131図43～ 47)

D4区南西部のZX-93グ リッド・Ⅳ層で確認した。平面形は137× 92 cmの 楕円形で長軸方向

はN-30=W、 深さは19cmで ある。堆積土は黒褐色土の単一層で、人為堆積と考えられる。

土渡内より縄文土器破片 5点の出土があった。

第415号土塘 (第 127図、128図 )

D4区南東端のZU～ ZT-96グ リッド・Ⅲd層 中位で確認した。平面形は88× 86cmの 円形、

深さは39clnで ある。堆積土は 2層 に区分され、自然堆積と考えられる。
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第417号土壌 (第127図 )

D4区中央部のZX-95グ リッド・Ⅳ層で確認 した。平面形は140× 133cmの 円形、深 さは63cm

である。堆積土は 4ブロックに区分され、人為堆積である。

土墳内より縄文土器破片54点の出土があった。

第418号土墳 (第127図 、131図 )

D4区南東部の ZW～ ZV-95グ リッド・Ⅲd層上位で確認した。平面形は181× 114cmで、長

軸方向はN-85=W、 深さは34cmである。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。

第419号土墳 (第 127図 )

D4区南東部の ZV-95グ リッド・ⅢJ習上位で確認した。 ピット21と重複、本遺構が古い。

平面形は182× 104cmの 楕円形、長軸方向はN-40=W、 深さは38cmである。堆積土は 4ブロッ

クに区分され、人為堆積である。

第420号土墳 (第 127図 )

D4区南東部の ZV～ ZU-95～ 96グ リッド・Ⅲd層 上位で確認 した。平面形は311× 150cmの

隅丸方形で、長軸方向はN-76=W、 深さは37cmである。堆積土は 6ブロックに区分され、人

為堆積である。

第421号土壌 (第 127図 、131図 51～ 53)

D4区中央部の ZX-95グ リッド・Ⅳ層で確認 した。平面形は104× 84 cmの 楕円形で、長軸方

向はN-7=W、 深 さは32cmである。堆積土は

2ブロックに区分され、人為堆積と考えられる。

土墳内より縄文土器破片 5点の出土があった。

SK 409  ̈1～ 2

SK 415   1       o 10cm o            5cm

一-第128図 D4区土坂出土遺物 (1)
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6.遺構外出土遺物

(1)土器 (第133図 ～135図 )

D4区遺構外からは、 2点の復元土器とダンボール箱 5箱の土器破片が出土した。ただしD3区

と出土量 を比較 した場合、その量は極めて少ない。

これらの土器は、縄文時代前期、後期に位置付けられるもので、全体の約 9割 を後期初頭～

前葉の土器が占めている。平面、垂直分布を観察するとD3区のように特徴的な事項は看取でき

なかった。

土器の分類については、D3区 と同様の基準に基づいて、その概要を述べる。なお、該当する

土器が観察されなかったものについては除いた。

第 1群 前期の土器 (第 134図 1、 2)

口縁部に撚糸、絡条体圧痕による平行文をもつものである。文様帯は 3～ 4 cnlを 測 り、数条

の撚糸文 (1)や羽状に施 された撚糸文 (2)が施文される。胴部との境界文として刺突文が施 さ

れる。

口縁部が波状、平縁となる深鉢が主体となる。胴部には、羽状縄文、単節斜縄文のほか、本

目状撚糸文が施文されるものもある。胎土に小量の繊維を含むが、焼成は良好である。色調は

にぶい黄橙色、にぶい橙色、暗赤褐色 を呈する。

本群土器は、円筒下層 d式に比定される。

第 2群 後期初頭～前葉の土器 (第133図 2、 134図 3～ 14)

1類 隆線文、隆沈文の土器 (第134図 3)

出土量は極めて少ない。 3は深鉢土器の胴部破片で、隆線により花弁状文が描かれているも

ので、隆線上には斜縄文が施文されている。焼成は良好で、色調はにぶい黄橙色を呈する。

3類 沈線文の土器 (第134図 4～ 8)

無文研磨された器面上に 1～数条の沈線によって文様が描かれるものを一括 した。深鉢、鉢

壺、蓋がみられる。文様帯は深鉢では胴部上半に、鉢、壺では胴部全域に区画される。主文様

として楕円形文 (7)、 斜行沈線文 (4、 5)、 曲線

文 (8)が施文されるもののほか、連結文として S

字文等が付加されるものもある。 2は、小型の蓋

で、つまみ部に 1条の沈線が巡 らされている。焼

成はやや良で、色調はにぶい黄褐色 を呈する。

本類土器の焼成は良好で、色調はにぶい黄褐色

にぶい橙色を呈する。

5 cm
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4類 帯縄文の土器 (第 134図 9～ 14)

幅の狭い帯縄文によって文様が施文されるものを一括した。深鉢、鉢、壺がみられるが前 2

者が多い。文様帯はいずれも胴部上半に区画される。主文様として入組文 (12、 13)、 階段状文

(9)、 幾何学的な文様 (10)が施文され
'る 。花弁状の文様がイ寸加されるものがある。沈線間には

斜縄文が充填されるものの他、条痕を施文するものもある。焼成は良好で、色調はにぶい黄橙

色、明黄褐色、暗赤褐色を呈する。

本群土器の 1類は、東北地方北部の前十腰内 I式または蛍沢式に、 3類、 4類は十腰内 I式

に比定される。

第 3群 後期中葉～後葉の土器 (第134図 15～ 22)

2類 磨消縄文により幾何学文等が施文されるもの (第134図 21、 22)

曲線的な沈線により幾何学的な文様が描きだされたものを一括した。深鉢が主体を占める。

深鉢は比較的小さな胴部から外反して立ち上がる口縁をもち、装飾的、立体的な突起をもって

いるものが多い。口唇部は肥大化し、内湾気味となる。

文様帯は、口縁部、胴部にもち、主文様として曲線的な幾何学文が施文されている。沈線間

には、条の細かな斜縄文が充填されている。焼成は良で、色調は赤褐色、暗赤褐色を呈する。

3類 磨消縄文に刺突文が伴う土器 (第 134図 19、 20)

本群 2類に類似が施文されるもので沈線内側に沿って、Alj突が間隔を密にして施文されるも

のである。本類には深鉢がみられ、器形は装飾的、立体的な突起をもっている。沈線間には斜

縄文が充損される。焼成は良好で、色調は赤褐色、暗赤褐色を呈する。

4類 平行沈線文が施文される土器 (第134図 15～ 18)

口縁部や胴部に平行沈線文が施文される土器を一括した。深鉢、鉢が主体を占めるが、壺も

少量みられる。文様帯は深鉢では口縁部中程に、鉢では口縁部上半に区画され、 4～ 8条の平

行沈線が施文される。沈線を弧状沈線、刺突文で連結するものがある。沈線間には斜縄文が充

損され、文様帯外は無文化される。焼成は極めて良好で、色調は黒褐色、暗赤褐色を呈する。

土器内・外面は丁寧な磨きにより光沢を帯びるものが多い。

本群土器 2類～ 4類は東北地方Jヒ部の十腰内Ⅱ～Ⅲ式に比定出来るものである。 4類土器は

東北南部の宮戸Ⅱ式・宝ケ峰式、関東地方の加曽利Bl式の特徴を持っている。

第 4群 後期初頭～後葉の土器 (第135図23～ 38)

本群には、無文、縄文、撚糸文、条痕文の土器及びミニチュア土器を一括した。時期別の分

類は難しい。数量的にはD4区出土の土器のうち本群が多数を占める。

1類 無文の上器 (第 133図 1、 135図 38)

深鉢、鉢、浅鉢、壺、ミニチュア土器が見られる。鉢、壺がその主体を占める。いずれも平
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口縁を呈するが、壺では波状口縁部を呈するものもある。壺では橋状把手を持つものも見られ

る。焼成は良好なものが多く、色調は明褐色、にぶい黄褐色を呈する。

1は波状口縁を呈する小型の壺である。焼成は良好で、色調はにぶい黄褐色を呈する。

2類 縄文の上器 (第 135図 27～ 33)

無節、単節の縄文を施文したものを一括 した。深鉢、鉢、壺が見られるが深鉢が主体となる

平口縁を呈するものが極めて多く、口唇部に刻目を施すもの (30)も ある。縄文が口唇部部直下

より施文されるものや、沈線や縄文圧痕を境界文としその直下から縄文を施文するものがある。

施文される縄文は単節の LR、 RL縄文が多い。

焼成は良好で、色調はにぶい黄褐色、暗赤褐色、黄橙色を呈する。

3類 撚糸文の土器 (第 135図 25、 26、 34～ 37)

撚糸文、網目状撚糸文、連鎖状撚糸文が施文されたものを一括した。深鉢、壺が見られるが

深鉢が主体となる。沈線を境界文としてその直下に撚糸文を施文するものや口縁部を磨消する

もの、日唇部より施文するものがある。焼成は大型のものほど良好である。色調はにぶい黄褐

色、暗赤褐色、黄橙色を呈する。                      (藤 井安正 )

(2)石器

D4区遺構外より出土 した石器は、景」片石器93点、礫石器40点の計133点 を数える。調査区中

央部から南東部にかけて多く分布し、大半が遺物包含層から出土した。なお、分類にあたって

は D3区 を基本とし、該当する石器が観察されなかったものについては除いた。石器出土分布密

度図は第75図の通 りである。

石鏃 (第 136図 )

調査区中央部付近から多く出土した。それぞれ形態から1群 6類に分類 した。石材は硬質頁

岩、珪質頁岩、赤色頁岩である。

1群…有茎石鏃で、基部形態から以下のように細別 した。

a…平基有茎石鏃で 9点出土 した。剥離調整はていねいで、欠損品の多くは基部を破損し

ている。 (1～ 6、 8、 9)

b…凹基有茎石鏃で 3点出土した。基部に快れをもつものである。 (10、 11)

C…凸基有茎石鏃で 3点出土した。 a類、 b類に比べ基部は突出し、剥離調整はやや粗め

にされている。 (7、 12)

2群…無茎石鏃で、基部形態から以下のように細別した。

a…凹基石鏃で 1点出土した。基部の快れは深 く、剥離調整はていねいである。 (14)

b…円基石鏃で 1点出土した。やや粗い剥離調整によって作 り出され、楕円形状 を呈して

いる。 (13)
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C…尖基石鏃で 2点出土した。全て破損品で、景」離調整はていねいで、柳葉形を呈してい

る。基部中央部は膨らみをもち、断面形は菱形である。 (15、 16)

石錐 (第 136図17～ 19)

調査区中央部付近から多く出土した。石材は硬質頁岩、珪質頁岩である。

2群…つまみ部と錐部の境が明確でないもので、 6点出土した。全体的にていねいな加工調

整がなされ、 V字状を呈する。 17、 19は刃部が破損し、18は先端部に摩耗痕が観察され

る。

石匙 (第 136図 )

調査区中央部南西寄りから7点出土した。全て縦型石匙 (2群 )で、刃部の作 り出される位置

から以下のように分類 した。石材は硬質頁岩、珪質頁岩、赤色頁岩である。

2群 ・̈

a…主要刃部が左、右、先端部一側縁に作 り出されるもので、 2点出土 した。 (20、 21)

b…主要刃部が二側縁に作 り出されるもので、 1点出土 した。 (22)

C…主要刃部が三傾1縁 に作 り出されるもので、 4点出土した。 (24、 25、 26、 23は つまみ部

にアスファルトの付着がみられる。)

掻器 (P L19、 20)

調査区中央部から南東部にかけて多く出土した。打面を上にして主要刃部の作 り出される位

置から、 6群に分類 した。石材は珪質頁岩、硬質頁岩、泥質頁岩、黒色頁岩、赤色頁岩である。

1群…主要刃部が左、右いずれか一側縁に作り出されるもの。20点出土 した。

2群…主要刃部が先端部に作 り出されるもの。 9点出土した。

3群…主要刃部が両縁・二傾1縁に作 り出されるもの。 3点出土した。

4群…主要刃部が三側縁に作 り出されるもの。14点出土 した。

5群…主要刃部が周縁全域に作 り出されるもの。 6点出上 した。

6群…刃部の一部分、全域に決 りがあるもの。 9点出土した。

磨製石斧 (第137図 )

調査区南東部から中央部にかけて多い。10点出土 し、大半が欠損品で、完形品も刃部の磨滅

が著しい。石材は緑色片岩が多く、その他は砂質凝灰岩、片岩である。

石鍾 (第 138図37～ 39)

調査区南東部、北東寄 りに多く、 8点出土した。石材は全て泥岩である。

敲石 (第 138図40～ 46)

調査区中央部から南東部にかけて出土した。扁平な川原石を利用 しているものが 4点、円礫

のものが 2点、角礫が 1点 となる。石材は石英閃緑F分岩、片岩である。
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第140図 D4区遺構外出土石器実測図 (5)

凹石 (第138図47～ 54)

調査区南西部に多く、 7点出土した。扁平な川原石や円礫が利用されているものが多いが、

48は棒状角礫の両側縁部 を使用 している。石材は石英閃緑玲岩、片岩、砂質凝灰岩である。

磨石 (第 140図 )

調査区ほぼ全域からまばらに分布し、

岩である。

(3)土製品

8点出土した。石材は石英閃緑玲岩、片岩、砂質凝灰

(花海義人)

D4区 から出土 した土製品は、土偶 5点、鐸形土製品 1点、茸状土製品 1点、環状土製品 1点、

有孔土製品 2点、土器片利用土製品57点の計67点である。

土偶 (第 141図 1～ 5)

1は土偶の体部上半で、豊かな子L房が作 り出されている。 YD-96グ リッド・Ⅲa層 からの出

土である。 2は体部～腰部。板状で子L房等の表現はない。 ZW-93グ リッド・Ⅲd層 から出土 し

ている。

3～ 5は土偶の足で、 4は大型。 5には刻みにより5本の指が表現されている。また、沈線

により区面された膝より上には細縄文が施文されている。 3は YC-94グ リッド・Ⅲb～ Illc層 、

4、 5は YA-97グ リッド・ Illc～ Ⅲd層 からの出上である。

鐸形土製品 (第 141図 9)

9は ZX-98グ リッド・Ⅲc層 出土の鐸形土製品で、開口部断面は楕円形。鉦部には貫通子L

を有する。鐸身には沈線と刺突により縦横に文様が施文されている。
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茸状土製品 (第 141図 10)

10は大型の茸形土製品で、かさの径は8.6cmo ZY-93グ リッド・Ⅲc～ Ⅲd層 の出土である。

有孔土製品 (第 141図 6～ 7)

6は YD-96グ リッド・Ⅲa層 出土の管状の土製品で、径 1.8cm、 長さ3.7cm。 側面には沈線と

刺突により文様が施文されている。

7は ZX-95グ リッド・Ⅲd層出土の円板状の土製品で、表面に平行に貫通孔が穿たれている。

また、表裏両面には竹管刺突文が施 されている。

環状土製品 (第 141図 8)

8は推定径8.Ocmの 環状土製品の一部と考えられる。 ZZ-96グ リッド・Ⅲd層 から出土 して

いる。

ゝ

鰤 ρ個
1

豊重

第 i4i図  D4区遺構外出土土製品実測図
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10cm

第143図  D4区遺構外出土石製品実測図

土器片利用上製品 (第142図 )

D4区の土器片利用土製品57点の内訳は、円形43点、三角形11点、方形 3点で、やはり円形の

もの川王倒的に多い。成形方法、土器利用部位、文様等もD3区 と大きな違いはみられない。

")石
製品

D4区遺構外から出土 した石製品は、 円形石製品 1点、軽石製石製品 2点の計 3点である。

円形石製品 (第 143図 1)

1は径4.lcm、 厚さ7.5nlmの 円形石製品である。石材は泥質凝灰岩、 YB-97グ リッド・Ⅲa

～Ⅲb層 からの出土である。

軽石製石製品 (第 143図 2～ 3)

2は多孔質の軽石 (凝灰岩質泥岩)を椿円形に、 3は台形に成形 したものである。 2の長軸

は8.3cm、 厚さ3.lcm、 3の長軸は12.8cm、 厚さ3.Ocmである。それぞれZX-95グ リッド・Ⅲd

層、 ZY-93グ リッド・Ⅲc層 からの出土である。

(秋元信夫 )
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第Ⅵ章 自然科学的調査

大湯環状列石第10次発掘調査出土遺物の自然科学的調査

岩手県立博物館 赤 沼 英 男

大湯環状列石の第10次発掘調査によって出土した遺物の自然科学的調査結果について、以下

に報告する。

1.分析資料

分析 した資料は土器片に付着 した赤色顔料、ピット91ょ り出土した黒色樹脂塊、および土器

片内に付着している暗赤褐色樹脂塊の 3点である。なお、いずれの資料も関係出土品等によっ

て縄文時代後期 と推定されている。

2.分析方法

土器片に付着 した赤色顔料の分析は、ミクロスパーテルを使って土器表面から採取すること

のできた微量な試料片を用いて行った。採取 した試料片を真空デシケーター中で十分乾燥させ

た後、双眼実体顕微鏡下で混在する土砂を極力取 り除き、メノー乳鉢により粉末化 した。この

ようにして調製 した試料をX線回折装置に供 し、赤色顔料の化合物を同定 した。

ピットより検出された黒色樹脂塊、および土器片に付着して出土 した暗赤褐色樹脂塊について

は、それぞれの樹脂塊を切断した後、切断面の中心部分より約 l m9の 試料を採取 した。採取 じ

た試料を真空デシケーター中で十分に乾燥させ、赤外分光分析法 (日 本電子製、」IR-5500

型 FT― IR使用)に より分析 した。なお、分析は臭化カリウム錠剤法によった。

3.分析結果

(1)赤色顔料

第145図は赤色顔料のX線回折像である。2.70、 2.52、 2.29、 1.84、 1.69Aに 回折線が認めら

れる。これは赤鉄鉱 (Haematite:α ―Fe203)の 標準粉末データとほぼ一致する。蛍光 X線分析

法による定性分析からも鉄が強く検出されたことを考え合わせると、土器表面に付着 した赤色

顔料は赤鉄鉱 (Haemathe:“ Fe203)と 判定される。また、第145図 には4.36、 3.34、 2.46、

2.28、 1.83、 1.54Aに も一連の回折線が検出されているが、これは石英 (α ―Quartz:″ Si02)

であり、土砂の混入によるものと判断される。

以上の分析の結果、土器表面の赤色顔料は赤鉄鉱 (Haematie:α―Fe203)であることが明らか

となった。

(2)土墳検出黒色樹脂塊

第145図は黒色樹脂塊の赤外吸収スペクトルであるが、3600～ 3200c「
1に O一 H伸縮振動に
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よる巾広い吸収帯、3000～ 2800c「
1には比較的鋭いオレフィンのC― H伸縮振動、約1460cm l、

約1380c「
1に はメチルもしくはメチレン基によるC一 H変角振動と推定される吸1又帯が認めら

れる。また、約 1700cm lに はC一 〇伸縮振動、1200～ 100cm lに は珪酸塩 (資料中に含有され

る粘土鉱物)も しくはC一 〇一 Cに よると考えられる吸収帯3055c「
1および900～ 700c「 1には

芳香族 C一 H伸縮、変角振動による吸収帯が観察される。黒色樹脂塊の主成分は脂肪族炭化水

素化合物であり、石油系鉱物または石炭系鉱物に限定して考えれば、土墳より検出された黒色

樹脂塊は石油系鉱物、すなわち天然アスファルトまたは重質油蒸留残さとみることができる。

第146図 は赤坂 A遺跡の発掘調査によって出土した黒色樹脂塊の赤外吸収スペクトルである。

赤坂 A遺跡より検出された黒褐色樹脂塊もやはり主成分は石油系鉱物と判定できるが、大湯環

状列石出土のものに比べ芳香炭化水素、珪酸塩、および無機化合物の合有量が多いと判断さ

れる:)

なお、いずれの資料についても今後主成分である脂肪族炭化水素系化合物を抽出し、 GC―

MS、 NMR等の分析によって化合物の同定と含有比率を調べれば、その組成をより明確にす

ることができるであろう。

(3)土器片内付着暗赤掲色樹脂塊

第147図 は土器片内付着暗赤褐色樹脂塊の赤外吸収スペクトルである。3600～ 3200c「
1に O一

H伸縮振動による巾広い吸収帯、1700～ 1600c「 1に C-0仲縮振動およびC一 C環伸縮振動と

推定される吸収帯が特徴的である。また、2930～ 2860c「
1に は比較的鋭いオレフィンのC一 H

伸縮振動による吸収帯が観察される。第146図 で述べた黒褐色樹脂にくらべ脂肪族炭化水素の

合有量は少ない反面、芳香族炭化水素が多量に含有されており、明らかに異なった材質の資料

ある。

この物質については、今後GC一MS等による分析によって慎重にその同定を行う必要がある。

註

1)赤沼英男「赤坂A遺跡出土遺物の自然科学的調査」鹿角市教育委員会 1994年 発掘報告書

印刷中
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検出器 :シ ンチレーションカウンター (SC)

第144図 赤色顔料の粉末X線回折図
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第Ⅶ章 調査のまとめ

特別史跡大湯環状列石は、米代川の一支流である大湯川の南東岸の台地上に位置する。大湯

環状列石周辺の調査は、昭和59年から継続され、本年度で10年目となった。この間、平成 2年

3月 には周辺遺跡のほとんどが特別史跡に追加指定され、 3年度から追加指定地の公有化を開

始、 4年 3月 には「特別史跡大湯環状列石環境整備基本構想」をまとめている。このようなこ

とから、平成 4年度からは史跡の環境整備を進めるための直接的な資料の収集を目的に、整備

の急がれる万座環状列石周辺の調査に着手している。

本年度の調査区の一つであるD3区 は、万座環状列石の北西狽1隣接地で、昭和62年調査地Dl区

と63年調査地D2区 の間、もう一つの調査区D4区 は同環状列石北狽1隣接地で、平成4年調査地D5

区とDl区 との間である。

D3区 より新たに確認された遺構は、縄文時代後期の建物跡 2棟、柱穴状ピット120個、環状

配石遺構 1基、方形配石遺構 1基、その他の配石遺構 2基、石囲炉 4基、焼土遺構17基、埋設

土器遺構 2基、Tピ ット1基、フラスコ状土渡19基、土墳40基、平安時代の竪穴住居跡 3棟、

土墳 7基である。また、これまでの調査によってその一部が確認されていた遺構で、今回追調

査した遺構は、縄文時代の建物跡 5棟、焼土遺構 1基、土墳 4基、平安時代の竪穴住居跡 1棟

である。遺構内・外からは、完形あるいは復元可能の縄文土器69個体、縄文土器破片段ボール

箱94箱、石器1,820点、景」片2.5箱、土製品285点、石製品64点、土師器57点、須恵器、博、鉄

製品各 1点の出土があった。

一方D4区 より新たに確認された遺構は、縄文時代後期の柱穴状ピット130個、環状配石遺構

1基、方形配石遺構 1基、配石列 2基、フラスコ状土渡 6基、土墳17基である。また、追調査

された遺構は環状配石遺構 3基、配石列 1基、フラスコ状土渡 1基、土墳 1基である。遺構内

・外からは、完形あるいは復元可能の縄文土器 6個体、縄文土器破片 5箱、石器143点、剥片

0.5箱、土製品88点、石製品 5点の出土があった。

万座環状列石の周囲に 4、 6本柱の建物跡が一巡することは第 4～ 5次調査結果から推波1し

ていたが、D3区南東端からの建物跡の検出はこの可能性を一層高いものとした。D4区では配石

遺構の保護のため充分な調査ができず、建物跡の柱配列を明確にし得なかったが、同区南東部

の柱穴状ピットの規模、柱痕の確認等から同区にも同様の建物跡が分布するものと考えられる。

第307号建物跡は、壁柱穴と周溝を有する建物跡で、第 5次調査D2区の221A号建物跡に似てい

る。これらの建物跡の構築時期は、建物跡の柱穴内からの出土遺物及び他遺構との新旧関係か

ら、縄文時代時期前葉と考えられる。

環状配石遺構としたものは、環帯部と張り出し部からなる特異な形態の配石遺構で、本遺跡
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以外では岩手県松尾村の釜石遺跡の類例が知られている程度である。本遺跡では第 4次調査Dl

区で3基、 9次調査臥区で 2基が確認されており、今回の調査資料を合わせて計 7基となる。

これらの内、最大のものは第202号環状配石遺構で、その環帯部径は14.Om、 最小のものは

220号環状配石遺構で、環帯部径は5.4mである。これらの環状配石遺構は全て万座環状列石の

北西側に位置し、第202号環状配石遺構以外はZZ-92グ リッドを中心とする径 36～ 62mの環

帯内に分布している。また、それぞれの環状配石遺構の張 り出し部もZZ-92グ リッド周辺を

意識した位置に付設されている。なお、今回の調査により環帯内に焼土を確認、環状配石遺構

に伴うものと判断された。これらの環状配石遺構の構築時期については、他遺構との新旧関係

及び周辺の出土遺物から縄文時代後期前葉～中葉と考えられる。その他の配石遺構とした405、

408号配石遺構についても張り出し部の形態、規模の類似、構築位置等から環状配石遺構 との

関連が考えられる。

方形配石遺構としたものは、14～72cm大の石を一辺4.2～ 4.4mの 正方形に配置した遺構で、

今回の調査で初めて確認された遺構である。D3区南東部とD4区南東部より各 1基が確認された。

環状配石遺構のような張り出し部は持たず、主軸方向も求心性を示さない。また、配石に伴 う

焼土等も確認されていない。確認面及び周辺の出土遺物より、方形配石遺構の構築時期も縄文

時代後期前葉～中葉と考えられる。

第404号配石列は、昭和21年の調査で万座環状夕1石の近傍から検出された「石列」に続くもの

で、その長さは、今回の調査区域内だけでも31mに も及ぶ。途中で枝分かれしたり、屈折した

りしているが、この配石列を構成する3条の直線状列石が同時期のものかどうかは確認できて

いない。第409、 410号配石列は、万座環状列石の外帯から放射状に延びる石列とも考えられる

が、環状列石周囲に位置する建物跡との新旧関係の問題があり、今後の調査を待ちたい。

石囲炉及び焼土遺構はD3区 Jヒ西部、同区中央～南東部、D4区南東部に偏在する。これらの遺

構の構築時期はⅢc層で確認されている401号焼土遺構は縄文時代後期前葉～中葉、その他の遺

構は後期前葉と考えられる。

フラスコ状土獲及び土渡はD3区北西部、同区中央部～南東端、D4区中央部～南東部の分布密

度が高い。出土遺物から、321、 375号フラスコ状土渡、312、 314A、 317、 338、  404B号土墳

の構築時期は縄文時代後期前葉～中葉、その他の遺構は後期前葉と考えられる。

平安時代の竪穴住居跡及び土墳はD3区北西部に偏在している。これまでの調査結果をカロ味す

ると、この時期の遺構は、万座環状列石の近傍には及ばない可能性が高い。

D3区、D4区 からの出土遺物は膨大な量で、今までの調査で最も多い。

縄文土器は、前期末葉、後期前葉～後葉に位置づけられるもので、後期前葉の土器が全体の

8割以上を占めている。前期末葉の土器は、D3区の北西端～ゴヒ西部ⅢJ冒 下位より多く出土じ
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ている。また、後期の土器はD3区北西端～西部からの出土が多く、層序的には概ね、後期前葉

の土器はⅢb層下位～Ⅲd層上位、後期中葉～後葉の土器はⅢa～ Ⅲc層 から出土している。

石器としては、石鏃、石錐、石匙、石箆、掻器、磨製石斧、凹石、敲石、磨石、石皿等の出

土があった。これらの石器は、後期の土器と同様、D3区北西端～西部からの出土が多い。

土製品としては、土偶、鐸形土製品、スタンプ状土製品、茸形土製品、耳飾り、有孔土製品、

円形土製品、三角形土製品、土器片利用土製品等の出土があったが、その 7割以上が土器片利

用土製品である。

土器片利用土製品は、土器の破片を打ち欠きや研磨により、円形、三角形、方形に成形した

もので、その大きさは 4 cm前後のものが多い。その用途を推察できる資料はないが、円形土製

品、三角形土製品等との関連を含め、今後重要視すべき遺物の一つである。

土器片利用土製品以外では、鐸形土製品と土偶の多さが目についた。土偶は完形のものはな

く、頭部、腕、足等の部位のみの出土が多い。D3区では中央部西寄り～西部に偏在、D4区では

北西部、北東部北西寄り、南西部南東寄りに点在している。また、鐸形土製品はD3区中央部に

偏在している。

スタンプ状土製品は、本遺跡では今回初めて出土した遺物である。また、その他の土製品と

して一括したものの中には、他遺跡での出土例もなく、特異な形状で名称を付けかねたものも

ある。

石製品としては、石刀、石冠、石棒、円形石製品、三角形石製品、方形石製品、有孔石製品、

軽石製石製品等の出土があった。量的には軽石製石製品が4割 を占め、次いで円形石製品、石

会」が多い。

軽石製石製品としたものは、多孔質の軽石 '(石英安山岩)を円形、楕円形、長方形、三角形

等に成形したもので、長軸6.3～ 14.Ocm、 厚さ1.5～ 5.7cmの 大きさのものである。D3区の北西

部～中央部及びD4区の中央部より出上している。

石刀は内返り形で、いずれもD3区ゴヒ西部南東寄り～中央部ゴL東寄りから出土している。

(秋元信夫 )
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